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施策の方向（１）政策・経営方針決定過程への女性の参画拡大 

①政治・行政分野における女性の参画拡大 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 

課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

11101 女性職員の

登用促進 

市政運営への女性職員の参画

を促進する。 

管理職（課長補佐級以

上）に占める女性職員の割

合は、24.8％（令和 7 年

4 月 1 日時点）  

B 女性職員の管理職登用を

推進していくためには、そ

の候補者となる前段ポスト

の女性職員を増やすことが

必要であるが、業務経験不

足による不安や、出産・育

児等のライフイベントが重

なることもあり、昇格に対

し消極的な職員が多い状況

である。これらの要因と考

えられる職務・職場環境の

改善に取り組んでいく必要

がある  

また、キャリア形成・継

続支援等の千葉市職員子育

て支援・女性活躍推進計画

に掲げた取組項目につい

て、着実に取り組んでい

く。  

人事

課  

11102 職域拡大の

推進 

男女に偏りのない（性別によ

る差別のない）職員の配置を

推進する。 

各種政策の企画立案部署

に積極的に女性職員を配置  
B 部分休業等取得者の主査

昇格や、女性が少ない部署

での女性職員の複数配置

（維持）に努めていく。  

公平・公正な観点はもと

より、職員の個性と能力が

発揮できるよう、本人の適

性を踏まえ、昇格及び人事

異動を行っていく。  

人事

課  

11103 市職員に対

する研修の

充実 

内部及び外部講師により、

「男女共同参画」に対する理

解度や意識の向上が図れるよ

うな研修や、女性職員のキャ

リア形成を支援する研修を実

施する。 

○「人権」に係る科目の実

施  

⚫  新規採用職員研修  

（185 人）  

⚫  新規経験者採用職員研修

（29 人）  

⚫  新規採用技能員研修  

（3 人）  

〇女性のキャリア形成を支

援する研修の実施  

⚫ 女性の活躍・キャリア開

発促進研修（65 人）  

⚫ キャリアと働き方研修

（102 人）  

B 引き続き必要とされる研

修を実施していく。  

人材

育成

課  

基本目標Ⅰ あらゆる分野における女性の活躍 
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 

課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

11104 附属機関へ

の女性委員

の登用促進 

附属機関の委員選任にあた

り、所管課と事前協議を行

い、女性委員の登用を促進す

る。 

所管課と事前協議を行

い、基準を達成できないこ

とが見込まれるものには、

改善への働きかけを行っ

た。  

また、男女共同参画推進

協議会を開催し、基準を達

成できなかった審議会に

は、その理由や改善策を報

告させ、今後の改善を促し

た。  

B 団体推薦の委員は、団体

の都合等により、女性を推

薦してもらうことが難しい

ことがある。  

また、学識経験者の委員

においても、その分野の女

性有識者が少ないことがあ

るなど、社会全体の男女共

同参画を底上げしていく必

要がある。  

男女

共同

参画

課  

11105 女性リーダ

ーの育成 

次代を担う女性リーダーを育

成するため、市内の女性を対

象に、女性の能力の開発・発

揮のための支援を実施する。 

市立稲毛高校と市内高校

生を対象に、「千葉市役所」

「千葉銀行」「量子科学技術

研究開発機構」の 3 か所を

訪問し女性管理職と交流す

るツアーを実施した。  

参加者計 :28 名  

B 参加希望者数が増えるよ

う、若年層の興味を引く企

画とする必要がある。  

男女

共同

参画

課  

11106 子ども議会 千葉市の将来を担う子どもた

ちが、千葉市の現状と課題に

ついて話し合い、その解決に

向けた具体的な提案を行う中

で、千葉市民としての意識を

高める。 

第１回学習会は市長講話

の後、提案や質問事項等に

ついて話し合った。  

第２回学習会では、提案

作成にあたり知りたいこと

を各課担当者から教えてい

ただいた。  

第３，４回の学習会を経

て、子ども議会を開催。市

長、副市長、教育長から答

弁をいただき、市政につい

ての理解を深めた。  

子ども議員（小学５・６

年生）：43 名（女子２８

名）  

ファシリテーター（中学

生）：９名（女子３名）  

B 子ども議員の半数以上が

女子生徒であり、女性の社

会参画に対する意識を高め

ることができた。  

今後も社会の動向を踏ま

えながら、子ども達が取り

組みやすいテーマについて

検討していくようにする。  

 

教育

指導

課  

11107 生徒会交流

会 

各校の特色ある生徒会活動や

運営上の課題などについてオ

ンラインで情報交換や話し合

いを行い、学校間の交流を図

るとともに、自校の生徒会活

動を充実・発展させるための

機会とする。 

⚫  6 月 10 日（月）14:50

～16：20 

⚫  オンラインにて実施  

⚫  約 140 名が参加（約半

数は女子生徒）  

１台の端末で複数人が参加

する形式のため正確な人数

は把握していないが、事前

に申し出た参加予定者リス

トから約 140 名とした。

また、参加者の申込み用紙

に性別の記入欄を設けてい

ないため、男女の人数の正

確な把握はしていない。  

B 各校、約半数を女子生徒

が占める状況が定着してい

るが、生涯にわたる女性の

政治・行政への参画につい

て話し合われているわけで

はない。  

教育

指導

課  

11108 小学校模擬

選挙 

若者の政治への関心の低さや

選挙離れが課題となっている

中、子どもの頃から実際の選

挙と同様の体験をすることに

より、政治や選挙への関心を

高めることを目的として実施

する。 

26 校実施  B 小学校 66 校から申込み

があったものの、連携して

実施している弁護士会や大

学等の実施校数には限りが

あり、26 校の実施となっ

たため、連携して実施する

大学等を増やすなどして、

実施校数の増加を図る。  

選挙

管理

委員

会  
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②事業所における女性の活躍推進 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

11201 事業所等に

おける研修

の支援 

出前講座や資料の提供など、

事業所等における研修を支援

し、女性活躍の重要性を事業

所等へ周知・啓発する。 

JEC 連合千 葉地 方連絡

会、日本政策金融公庫千葉

支店の 2 か所で出前講座を

実施した。  

B 出前講座の利用者が増え

るよう、周知に努める必要

がある。  

男 女

共 同

参 画

課  

11202 女性活躍推

進アドバイ

ザー派遣 

市内事業所における女性活躍

を推進するため、アドバイザ

ー（社会保険労務士）を派遣

し、一般事業主行動計画の策

定や職場環境の整備に向けた

助言・提案等を行う。 

アドバイザー派遣および事

業の周知を行った。  

派遣実績：1 社（3 回）  

周知実績：web 広報を実

施したほか、千葉商工会議

所会報誌に広告を掲載し

た。  

C 派遣目標回数（50 回）を

達成するよう、周知に努め

る必要がある。  

男 女

共 同

参 画

課  

 

施策の方向性（2）働く場における男女共同参画の推進 

①職場における男女の機会均等及び賃金格差の是正 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

12101 事業所等に

おける研修

の支援〔基

本目標Ⅰ -

（1） -②の

再掲〕 

出前講座や資料の提供など、

事業所等における研修を支援

し、女性活躍の重要性を事業

所等へ周知・啓発する。 

JEC 連合千 葉地 方連絡

会、日本政策金融公庫千葉

支店の 2 か所で出前講座を

実施した。  

B 出前講座の利用者が増え

るよう、周知に努める必要

がある。  

男 女

共 同

参 画

課  

12102 男女雇用機

会均等法な

ど法律や制

度の周知 

男女共同参画センターにおい

て、講演会や講座、情報誌な

どにより、情報提供を行い、

雇用分野の法制度を周知す

る。 

⚫ しごと応援シリーズ〔雇

用分野法制度〕：受講者

20 人  

⚫ 関連図書収集提供及び展

示での情報提供の実施  

B 引き続き、男女雇用機会

均等法をはじめとした法律

や制度の周知に務める。  

事業所における女性活躍

を推進するためには、女性

自身だけでなく職場全体で

の周知・理解が必須である

ことから令和 7 年度から対

象を女性だけでなく、一般

とする。  

男 女

共 同

参 画

課  

12103 労働相談の

実施 

労働条件、社会保険・年金、

職業訓練、パートタイムなど

労働に関する悩み等につい

て、労働相談員によるアドバ

イスや関係機関の紹介など、

解決のための相談を行う。 

千葉市産業振興財団内に

平 日 及 び 土 日 の 日 中 に 電

話・メール・対面での相談

窓口を開設。  

【実績値】  

年間延べ相談件数 456 件  

延べ相談者数 456 人  

（うち女性 254 人）  

B 女性から労働に関する相

談があった場合には、的確

な ア ド バ イ ス が で き る よ

う、引き続き、対応を図っ

ていく。  

雇 用

推 進

課  

 

 

 

 

 

 



第２章 千葉市の男女共同参画の推進 

13 

②女性の再就職等の支援 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

12201 キャリア形

成や自己表

現等に関す

る講座の開

催・情報提

供 

男女共同参画センターにおい

て、キャリアやライフプラ

ン、自己表現など職業能力を

開発・向上させる講座の開催

や情報提供を行う。 

⚫ 女性チャレンジ応援セミ

ナー：受講者 13 人  

⚫ キャリア支援セミナー：

受講者 22 人  

⚫ 女性のエンパワーメント

講座：受講者 23 人  

⚫ コミュニケーション講

座：受講者 42 人  

B 現在の方向性を維持しつ

つ、引き続き民間の職業訓

練との差別化を図ってい

く。  

男女

共同

参画

課  

12202 女性への再

就職支援 

男女共同参画センターにおい

て、再就職に関する講座や情

報提供、相談を行い、結婚や

育児などで退職した人の再就

職を支援する。 

⚫ キャリア相談の実施  

⚫ 女性のための就職応援講

座：受講者 18 人  

B キャリア相談の周知。  

就職応援講座は、引き続

きハローワーク（マザーズ

ハローワークちば）との連

携を図り、継続していく。  

男女

共同

参画

課  

12203 女性への就

労支援 

結婚、出産、子育てなどで離

職した女性を含む求職者を対

象に、就職に役立つセミナー

を開催する。 

外郭団体への補助事業と

して実施しているキャリア

アップアドバイザーによる

人材採用力向上・定着支援

の中で、女性への就労支援

に関する相談があった場合

に、課題の整理や専門家へ

の相談支援を実施すること

としたが、女性の就労支援

に関する相談実績はなかっ

た。  

【参加者数】  

企業訪問件数 189 件  

支援実施件数 42 件  

- 引き続き、キャリアアッ

プアドバイザーによる相談

支援を実施する。  

雇用

推進

課  

12204 ふるさとハ

ローワーク 

ハローワークの求人検索シス

テムによる職業紹介と、市の

就労・生活相談をワンストッ

プで対応することにより、就

労を支援する。また、求職者

に履歴書・職務経歴書の書き

方指導や職業適性、面接の対

処方法などの個別指導を行

う。 

【就職者数】  

⚫  ふるさとハローワークい

なげ 314 人  

（紹介就職者数 275 人の

うち女性 157 人）  

⚫  ふるさとハローワークみ

どり 729 人  

（紹介就職者数 596 人の

うち女性 335 人）  

※ 全体の就職者数は、ハロ

ーワークによる紹介就職

と自己就職の合計  

B 就労生活相談に女性から

相談があった場合には、的

確なアドバイスができるよ

う、引き続き、対応を図っ

ていく。  

雇用

推進

課  

 

③起業など雇用によらない働き方等への支援  

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

12301 女性のため

の起業準備

セミナー 

男女共同参画センターにおい

て、女性の起業を支援するた

めの講座を開催する。 

⚫ 女性のための起業入門講

座：受講者 55 人  

⚫ フォローアップ講座：受

講者 20 人  

B 引き続き関連機関と連携

し、実施を継続。  

男女

共同

参画

課  
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

12302 コミュニテ

ィビジネス

の支援 

コミュニティビジネスの情報

提供及びシンポジウムなどを

通じて普及啓発に努める。 

公益財団法人千葉市産業振

興財団で実施のセミナーで

コミュニティビジネスの普

及啓発を行った。  

⚫ 第１回創業者研修（基本

的な創業、事業形態につ

いて）132 名  

B 今後も、継続して男女問

わず、普及啓発を実施して

いく。  

産業

支援

課  

12303 資金調達支

援 

新事業創出に向けた起業資金

調達支援を行う。 

⚫  チャレンジ資金  36 件

（うち女性 4 人）  

⚫  トライアル支援資金  1 件

（うち女性 0 人）  

B 今後も、資金調達支援と

して、新たに事業を開始し

ようとする中小企業者に対

す る 融 資 メ ニ ュ ー を 用 意

し、男女問わず、適切にサ

ービスの提供を実施してい

く。  

産業

支援

課  

12304 スタートア

ップ支援の

強化 

スタートアップ期にある事業

者の事業成長を加速させるた

め、経営知識の習得や経営課

題を解決する等の支援を行

う。 

創業者研修 3 回  

延べ 524 人  

（うち女性 158 人）  

B 今後も、継続して男女問

わず、受講者に対し適切に

サービスの提供を実施して

いくとともに、受講希望数

の増に対応するため研修の

受講枠を拡大する。  

産業

支援

課  

12305 インキュベ

ート施設の

管理運営 

専任のコーディネーターによ

る、将来性のあるビジネスプ

ランを有する創業者を支援す

る。 

CHIBA-LABO(ワーキン

グスペース 26 席、カフェ

スペース 16 席、商談室  4 

室、セミナールーム 1 室、

個室ブース 2 室)  

利用会員 90 人（うち女性

21 人）  

B 今後も、継続して男女問

わず、入居者に対し適切に

サービスの提供を実施して

いく。  

産業

支援

課  

12306 相談・助言

事業 

新たに創業を志す者に対し

て、企業の立ち上げにあたり

必要となる情報を提供した

り、様々な課題の解決を支援

するために、窓口相談を行

う。 

事業者・創業者等が抱え

る経営課題や法律問題につ

い て 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

（8 人)、ビジネスアドバイ

ザー(2 人)等による相談を

行い、事業経営の円滑化を

支援した。  

相談件数：2,187 件  

B 引き続き、男女問わず、

様々な課題を解決するため

に相談に応じる中で、女性

起業家特有の経営課題や法

律問題などについても、専

門家によるきめ細かな対応

を行う。  

産業

支援

課  

12307 農業経営に

おける家族

経営協定締

結の支援 

家族の話し合いに基づいた経

営方針や役割分担、就業条

件、就業環境（労働時間、報

酬等）などについての取り決

めである家族経営協定の締結

を支援する。 

家族経営協定締結数：２件  B 【課題】  

女性農業者の認定者数が少

ない。  

【改善策・今後の方向性】  

女性農業者や後継者が経営

参画できるよう家族経営協

定や認定農業者制度を普

及・推進する。  

農地

活用

推進

課  
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施策の方向性（3）男女がともに担う地域社会づくり 

①地域の各種団体への女性の参画促進 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

13101 地域活動団

体における

女性役員の

就任促進 

市政や地域のまちづくりにお

いて、女性の視点がさらに取

り入れられるように、地域活

動団体における女性役員の増

加を図る。また、地域活動に

おける女性の参画について普

及啓発し、市民の理解を深め

る。 

未実施  

町内自治会役員に占める女

性の割合：  

29.8％（R6.4.1 時点）  

- 人口減少・少子超高齢化

が進む中、町内自治会等の

地域活動団体においては、

役員の担い手の確保に苦慮

している状況であり、男女

問わず担い手確保に努めて

いる。  

市民

自治

推進

課  

13101 地域活動団

体における

女性役員の

就任促進 

市政や地域のまちづくりにお

いて、女性の視点がさらに取

り入れられるように、地域活

動団体における女性役員の増

加を図る。また、地域活動に

おける女性の参画について普

及啓発し、市民の理解を深め

る。 

各種男女共同参画事業を

通じて、地域活動における

女性の参画について、普及

啓発を行った。  

C 女性役員の割合が R5

（31.4）から R6（29.8）

にかけて 1.6%下がってお

り、地域活動における女性

参画の重要性・必要性を、

各事業を通じて広く市民に

訴え続けることが必要であ

る。  

男女

共同

参画

課  

 

 

 

施策の方向性（１）配偶者等からの暴力の防止と被害への対応 

 

施策の方向性（２）セクシュアルハラスメントや性犯罪等の防止と被害への対

応 

①セクシュアルハラスメントの防止と被害への対応 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

22101 セクシュア

ルハラスメ

ントに関す

る啓発や情

報提供 

男女共同参画センターにおい

て、セクシュアルハラスメン

トについて、情報誌等による

情報提供や講座の開催などを

行う。 

⚫ 関連図書収集提供及び展

示での情報提供の実施  

⚫ DV・暴力に関する理解

普及促進講座〔モラルハ

ラスメント〕：受講者 25

人  

B 引き続き関連図書の収集

提供を行っていく。  

また、セクハラをはじめ

としたハラスメントが起こ

る構造やハラスメントから

の自己防衛などの知識や技

術など周知する講座を行っ

ていく。  

男女

共同

参画

課  

基本目標Ⅱ 安全・安心で自分らしい暮らしの実現 

本計画の一部として別に定める「第 3次千葉市 DV防止・被害者支援基本計画」で記

載 
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

22102 パープルリ

ボンキャン

ペーンの実

施 

「女性に対する暴力をなくす

運動」期間に合わせ、配偶者

等からの暴力、性犯罪、売買

春、セクハラ、ストーカー行

為など、女性に対する人権侵

害防止のための啓発を行う。 

10 月の「中央区ふるさ

とまつり」で、ツリー型キ

ルトを掲示し、「児童虐待防

止」及び「女性に対する暴

力の根絶」の趣旨に賛同し

た市民にオレンジ・パープ

ルリボンをつけてもらっ

た。  

11 月の「女性に対する

暴力をなくす運動」期間

に、ツリーを市ハーモニー

プラザで展示した。  

また、ハーモニープラザ

での展示の際やハートフル

ヒューマンフェスタ等のイ

ベント参加者に、チーバく

んパープルリボンクリアフ

ァイル（500 個）を配布

した。  

B 引き続き、女性に対する

人権侵害防止のための啓発

を行っていく。  

男女

共同

参画

課  

22102 パープルリ

ボンキャン

ペーンの実

施 

「女性に対する暴力をなくす

運動」期間に合わせ、配偶者

等からの暴力、性犯罪、売買

春、セクハラ、ストーカー行

為など、女性に対する人権侵

害防止のための啓発を行う。 

千葉県、千葉県警と共催

で千葉そごう前広場にてパ

ープルリボンを掲載した

DV リーフレットの配布を

実施した。  

B 【課題・懸案事項】  

どんな理由があろうと暴力

は許されないと回答する者

の割合は 7 割弱（R2 年度

千葉市調査）であり、暴力

を許さない地域社会づくり

に向けて引き続き啓発して

いくことが必要。  

【改善策・今後の方向性】  

暴力は許されないこと、暴

力は身体的なものだけでは

なく、経済的なものや社会

的なものなど、さまざまな

暴力があることを継続的に

周知啓発していく。  

こど

も家

庭支

援課  

 

②性犯罪等に対する安全対策 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

22201 性暴力被害

者の支援 

性暴力被害の予防と被害者支

援のため、性暴力被害者支援

センターの事業経費を助成す

る。 

次のとおり補助金を交付

し、運営の支援を行った。  

【交付団体】  

特定非営利活動法人千葉性

暴力被害支援センターちさ

と  

【交付金額】2,000 千円  

B 引き続き、性暴力被害者

支援センターの運営を支援

していく。  

男女

共同

参画

課  

22202 性犯罪等の

防止と被害

者への支援

に関する情

報提供 

性犯罪等の防止や被害者の支

援に関する情報提供などを行

う。 

関連図書収集提供及び展示

での情報提供の実施  

自己防衛講座：受講者 15

人  

B 引き続き情報提供や知識

の普及のための講座を実施

する。  

男女

共同

参画

課  
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

22203 パープルリ

ボンキャン

ペーンの実

施〔基本目

標Ⅱ-

（2）-①の

再掲〕 

「女性に対する暴力をなくす

運動」期間に合わせ、配偶者

等からの暴力、性犯罪、売買

春、セクハラ、ストーカー行

為など、女性に対する人権侵

害防止のための啓発を行う。 

10 月の「中央区ふるさ

とまつり」で、ツリー型キ

ルトを掲示し、「児童虐待防

止」及び「女性に対する暴

力の根絶」の趣旨に賛同し

た市民にオレンジ・パープ

ルリボンをつけてもらっ

た。  

11 月の「女性に対する

暴力をなくす運動」期間

に、ツリーを市ハーモニー

プラザで展示した。  

また、ハーモニープラザ

での展示の際やハートフル

ヒューマンフェスタ等のイ

ベント参加者に、チーバく

んパープルリボンクリアフ

ァイル（500 個）を配布

した。  

B 引き続き、女性に対する

人権侵害防止のための啓発

を行っていく。  

男女

共同

参画

課  

22203 パープルリ

ボンキャン

ペーンの実

施 

〔基本目標

Ⅱ-（2）-

①の再掲〕 

「女性に対する暴力をなくす

運動」期間に合わせ、配偶者

等からの暴力、性犯罪、売買

春、セクハラ、ストーカー行

為など、女性に対する人権侵

害防止のための啓発を行う。 

千葉県、千葉県警と共催

で千葉そごう前広場にてパ

ープルリボンを掲載した

DV リーフレットの配布を

実施した。  

B 【課題・懸案事項】  

どんな理由があろうと暴力

は許されないと回答する者

の割合は 7 割弱（R2 年度

千葉市調査）であり、暴力

を許さない地域社会づくり

に向けて引き続き啓発して

いくことが必要。  

 

【改善策・今後の方向性】  

暴力は許されないこと、暴

力は身体的なものだけでは

なく、経済的なものや社会

的なものなど、さまざまな

暴力があることを継続的に

周知啓発していく。  

こど

も家

庭支

援課  

 

③男女平等や人権侵害に関する幅広い相談事業の充実 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

22301 ハーモニー

相談の実施 

男女共同参画センターにおい

て、電話や面接により、女性

の悩みや不安について、女性

の専門相談員による相談を行

う。 

火～金 10:00～20:00

土・日 10:00～16:00 

電話（随時）または面談

（要予約）  

相談人数：延べ 1,893 人  

相談内容：4,191 件  

B 継続  男女

共同

参画

課  

22302 男性相談の

実施 

電話により、男性の悩みや不

安について、男性の専門相談

員による相談を行う。 

毎週金 18:30～20:30 

電話（随時）  

相談人数：延べ 127 人  

相談内容：129 件  

B 継続  男女

共同

参画

課  
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施策の方向性（３）男女共同参画の視点に立った、困難を抱える方への支援 

①ひとり親家庭の自立支援 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自 己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

23101 母子・父子

自立支援員

事業 

生活・育児・福祉資金の貸付

等についての相談に応じる。 

相談件数：9,462 件  

※ No.23103「母子家庭

等就業・自立支援センタ

ー事業」として予算計上

し、事業実施  

B 特になし  こ ど

も 家

庭 支

援課  

23102 ひとり親家

庭等生活向

上事業 

ひとり親を対象に暮らし方・

育児などについてのひとり親

向け研修講座を「生活支援講

習会事業」として実施する。

平日や昼間に育児や生活一般

に関することなどについて、

相談する時間がつくれない方

のために電話相談を実施す

る。 

【土日夜間電話相談】  

平日 247 日  

休日 68 日  

【情報交換事業（全 5 回）】  

参加人数：延べ 124 人  

B 特になし  こ ど

も 家

庭 支

援課  

23103 母子家庭等

就業・自立

支援センタ

ー事業 

市とハローワークが連携し、

就業相談や就労に関する情報

を提供する。就業に結びつき

やすい資格取得のための講習

会を実施する。 

就業相談 1,368 件  

就業支援講習会 4 回  

（パソコン・介護職員初任者

研修講習会）  

B 【課題・懸案事項】  

就業支援講習会について、

募集定員に満たない講習会

がある。  

【改善策 ・今後の方 向性】  

講習会の内容の見直しや周

知方法の工夫により改善を

図る。  

こ ど

も 家

庭 支

援課  

23104 ひとり親家

庭医療費助

成事業 

ひとり親家庭等の保護者に対

し、保険診療の範囲内で、医

療費の助成を行う。 

令和 6 年度助成件数：

150,213 件  
B 保険証の廃止に伴う資格

確認の方法等について、検

討を要する。  

こ ど

も 家

庭 支

援課  

23105 自立支援訓

練給付金事

業等 

就業に役立つ各種講座の受講

や専門的資格取得のため、

「自立支援教育訓練給付金」

「高等職業訓練促進給付金」

「高等職業訓練修了支援給付

金」の母子家庭等自立支援給

付金事業を実施する。 

自立支援教育訓練給付金：

11 人  

高等職業訓練促進給付金：

29 人  

高等職業訓練修了支援給付

金：  

12 人  

B 特になし  こ ど

も 家

庭 支

援課  

23106 子育て短期

支援事業 

保護者が疾病・疲労等の身体

上・精神上・環境上の理由に

より、家庭での養育ができな

い場合に一時的に児童福祉施

設等で養育を行う（ショート

ステイ）。また、保護者が仕

事等で平日の夜間又は休日に

不在となる場合に児童福祉施

設等で児童を預かる（トワイ

ライトステイ）。 

【ショートステイ】  

⚫ 児童福祉施設等 5 か所で

実施  

⚫ 利用延べ日数 1,178 日  

【トワイライトステイ】  

⚫ 児童福祉施設等 4 か所で

実施  

⚫ 利用延べ日数 724 日  

B 近年、親の就労や育児疲

れ、育児不安等による利用

希望者が増加しており、受

入れ体制の確保が課題とな

っている。  

今後は、既存の施設に加

え、里親やファミリーホー

ム等、受け皿の拡充につい

て検討を要する。  

こど

も家

庭支

援課  
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②貧困や孤独・孤立など困難を抱える女性への支援 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

23201 女性のため

のつながり

サポート事

業 

孤独・孤立で不安を抱える女

性が社会との絆やつながりを

回復することができるよう、

女性に寄り添ったきめ細かな

相談支援を行う。 

【女性のためのつながりサポ

ート事業】  

⚫  支援実績：2,533 件  

（相談：2,198 件、訪問

支援：169 件、同行支

援：166 件）  

⚫  居場所の提供：252 件  

⚫  公共施設等での生理用品

の配布：2,000 パック  

【女性専門家による相談会】  

⚫ 4 回開催、33 件  

B 困難女性支援法施行等を

うけたハーモニープランの

改定に伴い、令和８年度以

降の事業について検討を行

う。  

男女

共同

参画

課  

23202 生活困窮者

自立支援の

促進 

生活自立・仕事相談センター

において生活の不安に関する

相談支援や自立・就労サポー

トセンターにおいて求人情報

の提供、職業紹介及び就職ま

でのサポートを行う。また、

生活困窮家庭の子どもへの学

習・生活支援を実施する。 

【生活自立・仕事相談センタ

ー】  

新規相談人数：3,089 人  

延べ相談人数：39,672

人  

【自立・就労サポートセンタ

ー】  

相談件数：5,926 件  

支援者数：946 人  

就労者数：665 人  

【学習支援事業】  

延べ開催回数：860 回  

延べ参加者数：13,010 人  

B 【課題・懸案事項】  

生活自立・仕事相談センタ

ーの新規相談受付件数は、

毎年度一定数の相談がある

ことを踏まえると、不本意

ながら非正規労働に従事し

ている者等、生活が不安定

な状況にあるが、相談に至

ってない者など潜在的な相

談需要が見込まれる。  

【改善策・今後の方向性】  

庁内関係各課とより一層の

連携を図り、情報提供によ

る支援だけでなく、関係機

関が情報共有することによ

り支援機関自ら支援を届け

る体制を構築する。また、

生活困窮者自立支援制度に

ついて、庁内への制度周知

を図る。  

保護

課  

23203 障害者基幹

相談支援セ

ンター 

障害者、障害児、障害児の保

護者及び障害者等の介護を行

う者からの相談に応じ、必要

な情報の提供等や、権利擁護

のために必要な援助を行うこ

とにより、障害者等が自立し

た日常生活や社会生活を営む

ことができるよう支援する。 

相談支援利用者実人数：

3,504 人  

相談支援延件数：  

39,440 件  

相談支援事業者に対する指

導・助言の件数：918 件  

相談支援事業者の人材育成

の支援件数：220 件  

相談機関との連携強化の取

組の実施回数：822 回  

A 【課題・懸案事項】  

性犯罪者加害者やセクハラ

を行う者に対する支援が困

難  

【改善策・今後の方向性等】  

サービス事業所の対応力の

向上や警察との連携を強化

する。  

障害

福祉

サー

ビス

課  

23204 障害児等療

育支援事業 

在 宅 の 重 症 心 身 障 害 児

(者)、知的障害児 (者 )及び

身体障害児の地域における生

活を支えるため、これらの者

の保護者や介護者が、身近な

地域で療育指導等が受けられ

るよう、療育支援体制を充実

させることにより、これら障

害児等及び保護者等の福祉の

向上を図る。 

訪問療育相談：102 件  

外来療育相談：135 件  

施設支援指導：26 件  

B 性別等を問わず、多様な保

護者や介護者が相談しやす

いよう、引き続き、身近な

地域で、訪問・外来・施設

支援といった様々な形態で

利用できる相談体制を維持

していく。  

障害

福祉

サー

ビス

課  
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

23205 精神保健福

祉相談事業 

各区保健福祉センター健康

課、こころの健康センター等

において、嘱託医、精神保健

福祉相談員、保健師等による

精神保健福祉に関する相談、

訪問支援等を行う。 

１保健福祉センター  

① 嘱託医による相談(予約

制）80 回 延 95 件  

② 相談員、保健師による相

談(随時）延 1,838 件  

③ 相談員、保健師による訪

問(随時) 延 233 

２こころの健康センター  

①  嘱託医による相談(予約

制) 延 113 件  

②  ギャンブル相談(予約

制) 延 67 件  

③  相談員、保健師等による

相談(随時) 延 2,337

件  

※  (1)～(3)合計 2,517

件のうち男性 1,348

件、女性 1,067 件、不

明 102 件  

④ こころの電話(傾聴専用

電話)(10:00～

12:00、

13:00~17:00) 延

3,770 件  

B 【課題】  

相談の内容は保健、医

療、福祉の広範にわたり、

生活困窮・要介護状態・虐

待等の問題が複雑に絡み、

問題を抱えていることが見

受けられる。  

支援にあたり多機関が連

携して関わる必要性や、病

状や安定した生活等が得ら

れるまで支援が長期間とな

るケースが増えている。  

【改善策・今後の方向性】  

相談者に対しタイムリー

な支援が行えるよう連携強

化に努める。  

また、精神保健福祉者が

集う場において、事例検討

等を通し職員のスキルアッ

プに努める。  

精神

保健

福祉

課  

 

③非正規雇用から正規雇用への転換の支援 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

23301 ふるさとハ

ローワーク 

〔基本目標

Ⅰ-（2）-

②の再掲〕 

ハローワークの求人検索シス

テムによる職業紹介と、市の

就労・生活相談をワンストッ

プで対応することにより、就

労を支援する。また、求職者

に履歴書・職務経歴書の書き

方指導や職業適性、面接の対

処方法などの個別指導を行

う。 

【就職者数】  

⚫ ふるさとハローワークい

なげ 314 人  

（紹介就職者数 275 人

のうち女性 157 人）  

⚫ ふるさとハローワークみ

どり 729 人  

（紹介就職者数 596 人

のうち女性 335 人）  

※ 全体の就職者数は、ハロ

ーワークによる紹介就職

と自己就職の合計  

B  就労生活相談に女性から

相談があった場合には、的

確なアドバイスができるよ

う、引き続き、対応を図っ

ていく。  

雇用

推進

課  

 

施策の方向性（４）多様性を尊重した暮らしやすい環境づくり 

①多様な性への理解促進 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自 己

評価 

課題・改善策・今後の方向性

等 

所 管

課 

24101 市民に向け

た多様な性

への理解促

進 

多様な性への理解促進のた

め、男女共同参画センターに

おいて講座を開催する。 

多様な性への理解

（SOGI）講座（２講座）：

受講者 13 人  

B 引き続き、地域での理解

を広げる講座の実施。  

男女

共同

参画

課  
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自 己

評価 

課題・改善策・今後の方向性

等 

所 管

課 

24102 公的証明書

における性

別欄の廃止 

公的証明書類における性別記

載の廃止や記載の有無を選択

できるよう取り組む。 

市職員向けに、LGBT

（性的少数者）についての研

修動画を配信し、性別欄の

廃止等を含む必要な配慮等

について理解促進を行っ

た。  

なお、改正が可能な様式

のうち、令和５年度末時点

で見直し未済であった８件

のうち、２件は令和６年度

中に見直し済。  

B 市職員向けの研修動画等

により、理解促進を図る。  

男女

共同

参画

課  

24103 学校におけ

る多様な性

への理解促

進 

学校現場においてより適切な

支援を実施するため、管理職

を中心として教職員向けに多

様な性への理解促進のための

研修を実施する。 

市立学校の人権教育担当

者を対象に、人権教育担当

者研究協議会（6/6）を実

施した。  

また、管理職を対象に、

管理職特別研修「人権教

育」（7/22）を実施した。  

B 引き続き、学校現場にお

いてより適切な支援を実施

するため、管理職を中心と

して教職員向けに多様な性

への理解促進のための研修

を実施する。  

教育

指導

課  

 

②LGBT への支援 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

24201 LGBT（性

的少数者）

相談窓口 

性の多様性について理解のあ

る相談員が、LGBT の方は

もちろん、その周囲の方から

の相談を受け、適切に対応す

る。 

LGBT 専門相談を実施し

た。  

日時：  

毎月第 1 月曜日 19:00～

22:00 

毎月第 3 日曜日 10:30～

13:30 

相談方法：電話、LINE 

相談件数：66 件  

また、Google 広告により

事業の周知を行った。  

B LGBT 専門相談を継続し

て実施するとともに、より

効果的な実施方法、周知方

法について検討を行う。  

男女

共同

参画

課  

24202 ＬＧＢＴ交

流・居場所

づくり事業 

当事者の方々が、孤立せず、

悩みや情報を共有できるよ

う、交流事業を行う。また、

当事者及び支援者が気軽に集

えてコミュニケーションや情

報交換などができる場を設け

る。 

交流会を２回実施した。  

①  令和６年 10 月 20 日

（日）  

13:00～16:00 

参加者数：9 人  

② 令和 7 年 2 月 16 日

（日）  

13:00～16:00 

参加者数：17 人  

B 引き続き、交流会を開始

し、悩みや情報の共有を後

押 し す る こ と に よ り 、

LGBT 当事者や周囲の方々

の孤立を防ぐ。  

男女

共同

参画

課  
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

24203 パートナー

シップ宣誓

制度の充実 

同性・異性を問わず、互いを

人生のパートナーとする二者

のパートナーシップの宣誓を

証明する「パートナーシップ

宣誓制度」を運用するととも

に、その証明を活用出来る場

面が増えるよう働きかけを行

う。さらに、自治体間連携を

促進し、住民異動の際の事務

手続き負担を軽減する。 

【パートナーシップ宣誓】

45 組（うちファミリーシ

ップ 3 組）  

【千葉県内都市間協定締結都

市を計 13 市に拡充】  

⚫ 令和 6 年 7 月 1 日加

入：市原市、浦安市、袖

ヶ浦市  

⚫ 令和 6 年 10 月 1 日加

入：木更津市、流山市、

君津市、富津市  

【令和 6 年 11 月 1 日：パ

ートナーシップ制度自治体

間連携ネットワークに加

入】  

令和 7 年 8 月 1 日現在：

259 自治体  

A 引き続きパートナーシッ

プ・ファミリーシップ宣誓

を受け付けるほか、周辺自

治体の動向を注視しながら

都市間連携の拡大を行って

いく。  

男女

共同

参画

課  

 

③固定的性別役割分担意識の解消 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

24301 男女共同参

画に関する

講座の開催 

男女共同参画センターにおい

て、男女共同参画に関する講

座を開催する。 

家庭生活における参画講座

〔家事・育児〕（計 3 講

座）：受講者 35 人  

男女共同参画講座〔性役

割〕：受講者 23 人  

B 家事・育児に関する男性

の理解促進を進める講座を

実施。  

男女

共同

参画

課 

24302 広報イラス

ト等への配

慮 

市の広報物を作成する際に、

固定的性別役割分担意識にと

らわれたイラスト等を使用し

ないよう、庁内に対し、周

知・啓発を行う。 

男女共同参画の視点から

表現を考えるガイドマニュ

アルを庁内で公表し、情報

提供を行った。  

B 適宜マニュアルの更新を

行うとともに、情報提供を

行う。  

男女

共同

参画

課 

24303 男性保育士

の活躍推進 

男性がより積極的に育児にか

かわる機運を醸成するととも

に、保育の質の向上及び子ど

もたちの健全な成長を促進す

るため、公立保育所におい

て、男性保育士等が働きやす

い執務環境を整備する。 

なし  - 公立保育所におけるトイ

レ男女分離化は R５年度で

事業が完了した。  

幼保

指導

課 

24303 男性保育士

の活躍推進 

男性がより積極的に育児にか

かわる機運を醸成するととも

に、保育の質の向上及び子ど

もたちの健全な成長を促進す

るため、公立保育所におい

て、男性保育士等が働きやす

い執務環境を整備する。 

男性保育所長１人→１人  

男性総括主任保育士  

６人→６人  

C 引き続き、男性保育士の

登用を進めていく。  

幼保

指導

課 
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④国籍に関わらず市民が安心して暮らせる環境づくり 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

24401 各種情報誌

制作事業 

生活に役立つ情報や各種手続

きに関する記事を掲載したリ

ーフレットを発行する。 

「千葉市生活ガイド（英

語、中国語、韓国語、スペ

イン語、ベトナム語版）」を

新たに作成し、各区市民総

合窓口課及び市民センター

に配布したほか、電子デー

タを HP へ公開した。  

A ⚫ 言語ごとの配布方法  

⚫ 生活ガイドからアクセス

できるやさしい日本語ポ

ータルページの情報整理  

⚫ 作成言語の検討  

国 際

交 流

課  

24402 外国人市民

懇談会 

外国人市民から、市政に対す

る意見・要望を聴取する。 

実施なし  - 外国人市民の意見を収集

する手法としては、外国人

市民アンケートやワークシ

ョップ、留学生との意見交

換など、他の手法を検討す

る。  

国 際

交 流

課  

24403 地域日本語

教育の推進 

令和 2 年度（2020 年度）

3 月に策定した「千葉市地域

日本語教育推進計画」に基づ

き、生活者としての外国人が

身近な地域で日本語を学ぶこ

とができる体制を整備する。 

日本語教育に関わる各主

体と連携して、「生活者とし

て の 外 国 人 」 の 日 本 語 教

育・日本語学習支援に係る

取組みを実施した。  

A 引き続き日本語学習支援

や人材育成等を推進すると

ともに、地域の多様な主体

とのつながりを強化し、日

本語教育の提供体制を強化

する。  

国 際

交 流

課  

24404 外国人市民

の人権侵害

に対する取

組み 

配偶者等からの暴力や性犯罪

等の被害者支援などに関する

外国語パンフレット等によ

り、情報提供を行う。 

外国語パンフレットを国

際交流プラザに配架すると

ともに、ホームページに掲

載し、外国人市民へ情報提

供を行った。  

B 外国語パンフレット等を

通じて、国籍、性別に関わ

らず市民が安心して暮らせ

る環境づくりを促進するた

め周知に努めた。  

翻訳の依頼があった場合

は、適切に対応できるよう

に関係各課との連携を図っ

ている。  

国 際

交 流

課  

24404 外国人市民

の人権侵害

に対する取

組み 

配偶者等からの暴力や性犯罪

等の被害者支援などに関する

外国語パンフレット等によ

り、情報提供を行う。 

平成 29 年度に作成した

多言語による DV 被害防止

啓発リーフレットを引き続

き HP に掲載し、情報提供

を行った。  

6 言 語 （ や さ し い 日 本

語 、 英 語 、 中 国 語 、 韓 国

語、スペイン語、タガログ

語）  

B 適宜リーフレットの更新

を行うとともに、作成した

リーフレットの掲出等によ

り、情報提供を行う。  

男 女

共 同

参 画

課  

24404 外国人市民

の人権侵害

に対する取

組み 

配偶者等からの暴力や性犯罪

等の被害者支援などに関する

外国語パンフレット等によ

り、情報提供を行う。 

やさしい日本語でＤＶ防

止リーフレットを関係機関

や医療機関等に配布した。  

B 【課題・懸案事項】  

DV 被害を受ける外国人に

情報提供ができるよう、効

果的な周知方法の検討  

【改善策・今後の方向性等】  

継続的な情報提供が必要で

ある。  

こ ど

も 家

庭 支

援課  

24405 公立夜間中

学 校 の 設

置・運営 

様々な理由により義務教育を

修了できなかった方や本国等

で十分な教育を受けられなか

った外国籍の方等の教育を受

ける機会を実質的に保障する

ため、公立夜間中学を設置・

運営する。 

令 和 ５ 年 ４ 月 13 日 開 校

（千葉県で 3 番目）  

R７の入学に向けての取組

（ポスター配架、市政だより

掲載、学校説明会開催、個

別相談会の実施）  

B 学校説明会、オープンス

クール等の認知機会を計画

していく。  

入学願書作成支援や相談

に対応するために個別相談

会を開催する。  

ポスターを市内各所に配

架、市政だよりを活用して

認知を広げる。  

学 事

課  
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⑤多文化共生の推進 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

24501 国際交流プ

ラザの管理

運営 

多文化共生や国際理解推進拠

点である国際交流プラザ管理

を行う。 

国際交流プラザの管理運

営を行った。  
A 外国人市民の増加に伴

い、増加が予想される相談

件数に対応できる体制を整

える。  

国際交流プラザの利用方

法、機能について、周知を

継続する。  

国際

交流

課  

24502 テクノロジ

ーを活用し

た多文化共

生の実現 

各区役所及び各区保健福祉セ

ンターにタブレット端末を配

置 し 、 多 言 語 翻 訳 ア プ リ

（VoiceTra 等）やビデオ通

話アプリ（国際交流協会の外

国語相談員と繋ぐ）等を介し

て、外国人市民と意思疎通が

図れるように環境を整備す

る。 

多言語対応タブレットを

各区役所、市民センター等

に配布し、外国人市民来庁

時に活用した。  

利用状況調査を行い、よ

り効果的にタブレットを活

用するべく、調査結果を基

にタブレットの配置換をし

た。  

B 使いづらい理由が、Wi-

Fi 環境などタブレットを使

う環境不全によるものか、

翻訳機能の問題か不明なた

め、難しい言葉の使用を避

けるよう、やさしい日本語

研修などを実施する必要が

ある。  

国際

交流

課  

 

⑥ダイバーシティの推進 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

24601 千葉市多様

性を活かし

たまちづく

り条例の制

定・推進体

制の強化 

条例の制定により市民の意識

を醸成するとともに、庁内の

理解を深めるため、人権啓発

推進員（各課 1 名を選出）を

対象とした研修を実施する。 

実施なし  -  多様性を活かしたインク

ルーシブなまちづくりに向

け、現状を把握し、課題に

ついて整理する。  

男女

共同

参画

課  

 

施策の方向性（５）生涯にわたる健康づくりの促進 

①性や健康に関する知識の普及啓発 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

25101 性や健康に

関する情報

提供や講座

の開催 

性や健康、リプロダクティ

ブ・ヘルス／ライツに関する

正しい知識を習得するために

情報提供を行う。また、男女

共同参画センターにおいて、

更年期など性や健康に関する

講座を開催する。 

⚫ 関連図書収集提供及び展

示での情報提供の実施  

⚫ リプロダクティブ・ヘル

ス／ライツ講座（2 講

座）：受講者 53 人  

⚫ 女性のための健康セミナ

ー（3 講座）：受講者 69

人  

B 引き続き情報提供や講座

を実施。  

男女

共同

参画

課  



第２章 千葉市の男女共同参画の推進 

25 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

25102 思春期保健

対策事業 

思春期の子ども及びその親に

対して、生命の尊厳について

学び、父性母性の涵養を図る

ことを目的とし、赤ちゃんと

ふれあう体験学習を実施す

る。また、思春期の心とから

だの発達とその特徴、対応に

ついて知識の普及及び相談を

実施する。 

思春期教室  

開催回数 58 回  

ふれあい体験事業  

開催回数 5 回  

B 思春期教室については、

思春期の児及びその保護者

に対し、思春期における性

の問題や特徴に対する正し

い知識の啓発を継続しつ

つ、就学前の児の保護者が

性に関する正しい知識を持

ち、児の自己肯定感が高ま

るような関わり方ができる

健康教育も継続実施する。  

ふれあい体験事業につい

ては、各学校の希望に応じ

て事業協力を実施してい

く。  

健康

支援

課  

25103 プレコンセ

プションケ

アの推進 

男女を問わず将来の妊娠・出

産等のための健康管理を促す

取組みを行う。 

高校生や大学生向けのリー

フレットの作成及び配布  

高校生：34 校 11,000 部  

大学生：10 校 1,200 部  

B 男女を問わず将来の妊

娠・出産等のための健康管

理の一つとして、プレコン

セプション健診の費用助成

導入に取り組む。  

健康

支援

課  

25104 エイズ対策

推進事業 

エイズに関する正しい知識の

普及啓発、高等学校等におけ

るエイズ予防に関する講演会

への講師派遣、HIV 等抗体

検査及びエイズ相談カウンセ

リングを実施する。 

⚫ HIV 検査普及週間や世界

エイズデーに係る普及啓

発  

⚫ イベント参加での啓発  

⚫ エイズ予防に関する講演

会への講師派遣  

⚫ HIV 等抗体検査（平日・

休日）（HIV は即日検

査）  

⚫ エイズ相談カウンセリン

グ  

B 高等学校や大学等におけ

る講演会及びイベントへの

参加等を通じて、若年層へ

の普及啓発を推進する。  

また、パンフレットの配

布、SNS やホームページな

どへの掲載を通して市民全

体への普及啓発も継続して

行っていく。  

HIV 抗体検査受検者に対

し実施しているアンケート

結果をふまえ、より効果的

な普及・啓発方法に関して

検討していく予定である。  

健康

危機

管理

課  

25105 学校におけ

る 保 健 学

習・指導の

充実 

児童生徒の健康課題に対応す

るため、性教育等、自他とも

に大切にする教育を実施す

る。 

児童生徒の健康課題に対

応するため、性に関する指

導をはじめ、薬物乱用防止

教育、喫煙防止教育等、自

他ともに大切にする教育を

推進した。  

A 今日的な課題に対応でき

るよう、外部団体と連携を

図る。  

外部講師の活用や研修会

等を通して、保健教育をよ

り充実させる。  

保健

体育

課  

 

②性や健康に関する支援と性差に考慮した医療の推進 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

25201 女性の健康

支援事業 

女性特有の健康問題につい

て、助産師等による健康相談

を実施するとともに、知識の

普及啓発を図る。 

助産師による相談を各区健

康課で実施  

相談件数：延べ 51 件  

健康教育開催回数：156 回

参加者数：延べ 4,277 人  

B 生涯にわたる心身の健康

づくりの観点から、知識の

普及とともに相談対応等を

引き続き実施していく。  

健康

支援

課 
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

25202 がん検診の

受診率向上 

がんの早期発見のためがん検

診を実施する。またがん検診

を受診することの必要性の周

知・啓発を実施する。 

【がん検診受診者数】  

胃がん検診受診者数：

31,813 人  

(女性：18,552 人)  

肺がん検診受診者数：

85,845 人  

（女性：53,064 人）  

大腸がん検診受診者数：

71,970 人  

（女性：44,155 人）  

子宮がん検診受診者数：

29,767 人  

乳がん検診受診者数：

28,080 人  

※ 千葉市が実施したものの

み計上  

B がんの早期発見・早期治

療を目的に実施しているが

ん検診について、がん検診

の指針の見直しにより新た

な手法が提言された子宮が

ん検診について、導入の可

否も含め引き続き検討す

る。  

健康

支援

課 

25203 女性相談外

来の実施 

更年期症状や月経異常など、

女性の様々な身体症状の悩み

について女性医師が問診し、

適切な医療の提供を行う。 

【女性相談外来】  

第 3 火曜日 14:00～

15:00 

予約方法 電話  

診療日数：11 日  

患者数：8 人  

B 婦人科医の減員により対

応が難しいが受診人数の制

限等を行いながら事業を継

続していく。  

青葉

病院

地域

連携

室 

 

③妊娠や出産への支援 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

25301 エンゼルヘ

ルパ－派遣

事業 

妊娠中や出産後 1 年未満の、

昼間、家事や育児の手伝いを

してくれる人がいない方など

を対象に、千葉市と契約した

ヘルパーを派遣し、家事援助

や育児援助を行う。 

妊娠中及び出産後１年未

満の子育て家庭への支援を

行った。  

R６実績  

4,018 回・544 人  

B 利 用 実 績 を 勘 案 し な が

ら、より利便性の高い事業

となるよう対象者の拡充等

を検討する。  

幼保

支援

課  

25302 不妊専門相

談センター 

不妊症及び不育症に関する複

雑な悩みに対し、専門的・医

学的な相談・支援を行う。 

不妊専門相談  

①面接相談  

開催回数 10 回  

（日中 5 回、夜間 5 回）  

相談件数：延 21 人  

②電話相談  

相談件数：延 168 件  

B 不妊専門相談センターで

は、パートナー同伴の来所

相談が増えている。  

引き続き、夜間相談も継

続するとともに、PR に努

め、相談しやすい窓口を目

指す。  

健康

支援

課  

25303 母親＆父親

学級 

妊婦及びそのパートナーに対

し保健師・栄養士・歯科衛生

士・助産師により、妊娠中及

び産後の保健、お産の準備、

育児、父親の役割についての

教室を開催する。 

【母親＆父親学級】  

実施回数 112 回  

母親参加者数（延）  

1,558 人  

父親参加者数（延）  

1,232 人  

B 父親の育児休暇取得が促

進され、父親の育児不安や

育児ストレスの増加も予想

されるため、引き続き父親

参加を促していくととも

に、講義の中にも社会情勢

に合わせた内容を盛り込ん

でいく。  

夫婦での参加が多いた

め、母親のみ（父親のみ）

での参加の方への配慮も意

識して行っていく。  

健康

支援

課  
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

25304 母子健康包

括支援セン

ターの充実 

妊娠届出時に全妊婦へ保健師

等の専門職による面接を実施

する。また、情報提供や相談

に応じ、妊娠・出産・子育て

期にわたり切れ目ない支援を

行う。 

① 母子健康手帳交付時全員

に応援プランを作成  

5,735 件  

② 妊娠後期面接及び電話相

談実施件数：4,626 件  

③ 専用電話による相談件

数：14,881 件  

④ 相談員による面接相談件

数：延 8,270 件  

B 妊娠届出時の面接におい

て、個々の妊婦やその家族

の状況に応じた応援プラン

を立案することにより、対

象者の状況に合わせた丁寧

な相談支援が行えており、

今後も継続していく。  

妊娠期の支援を強化し、

産後の不安を軽減させるた

め、妊娠後期面接及び電話

相談支援をより充実させ

る。  

こども家庭センター設置

に伴い、児童福祉部門と情

報共有、連携の強化を図

り、一体的な支援を実施す

る。  

健康

支援

課  

 

④乳幼児の親への支援 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

25401 妊産婦・新

生児訪問指

導 

助産師等が、妊産婦・新生児

のいる家庭を訪問し、健康状

態の確認や出産・育児等にか

かわる様々な相談に応じる。 

妊産婦訪問件数  

延 5,675 件  

新生児訪問件数  

延 5,228 件  

B 新生児訪問時に妊婦のた

めの支援給付の申請案内を

していることで、新生児訪

問を 9 割以上の家庭に実施

することができるようにな

っている。  

今後も専門職により、す

べての家庭に新生児訪問が

実施できるようにしてい

く。  

健康

支援

課  

25402 乳児家庭全

戸訪問 

生後4か月までの乳児のいる

全ての家庭を地域保健推進員

や助産師等が訪問し、健康状

態の確認や育児等にかかわる

様々な相談、育児に関する情

報提供を行う。 

地域保健推進員及び乳児

家庭全戸訪問員により訪問

を実施した。  

地域保健推進員による乳児

訪問 延 2,944 件  

乳児家庭全戸訪問員による

乳児訪問 延 817 件  

B 新生児訪問で 9 割以上の

家庭に訪問ができるように

なっているため、地域保健

推進員による訪問は廃止

し、今後は全数専門職（新

生児訪問指導員、乳児家庭

全戸訪問員）で訪問を実施

する。  

海外在住や長期入院、仕

事、多忙等により、一部ど

うしても会えない家庭があ

り、生後４か月までの目視

が難しいケースがある。  

直接会うことが困難な場

合も、電話、オンライン、

関係機関連絡等で育児状況

の確認を 100％行ってい

く。  

健康

支援

課  
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施策の方向性（６）防災・復興における男女共同参画の推進 

①男女共同参画の視点に立った防災体制の確立と普及啓発 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

26101 女性の視点

を取り入れ

た防災体制

の確立 

防災会議に「男女共同参画の

視点を取り入れる部会」を設

置し、防災に関する計画の見

直しや具体的な防災対策を進

めていく。 

「男女共同参画の視点を取り

入れる部会」は開催しなか

った。  

- 女性の視点を取り入れた

防災に関する計画の見直し

や具体的な防災対策を進め

ていくため、引き続き部会

を開催し、本市が策定を予

定している計画等について

意見聴取を実施していく。  

危機

管理

課  

26102 自主防災組

織の結成率

向上及び女

性の参画促

進 

東日本大震災の経験を踏ま

え、大規模災害発生時におけ

る自助・共助による防災活動

を促進するよう、自主防災組

織の結成率向上を図るととも

に、女性の参画を促す。 

⚫ 新規設置数 2 組織  

⚫ 自主防災組織結成を促す

チラシの配布  

⚫ 結成を検討している組織

等への説明会の実施や未

結成自治会への呼びかけ  

⚫ ちば市政だよりへ結成を

促す記事の掲載  

C 【課題・懸案事項】  

自主防災組織の活動及び運

営を行う際、男女両方の立

場からの意見を反映させる

必要がある。そのため、今

後とも説明会等で女性の加

入を促していく必要があ

る。  

【改善策・今後の方向性】  

引き続き女性参画の重要

性・必要性について自主防

災組織等への周知を図る  

防災

対策

課  

26103 避難所運営

委員会の支

援及び女性

の参画支援 

災害時に迅速かつ円滑に避難

所開設・運営を行うため、市

民主体で設立する避難所運営

委員会の活動について女性が

積極的に関わるための支援を

行う。 

【避難所運営委員会研修会】  

開催回数 19 回  

参加者計 511 人  

（男女比の分かる研修会：  

計 19 回  

参加者計 511 人〈女性

161 人〉）  

内訳  

中央区 2 回  

花見川区 2 回  

稲毛区 2 回  

若葉区 11 回  

緑区 1 回  

美浜区 1 回  

【避難所運営委員会活動支

援】  

補助金交付団体数 109 団

体（地域運営交付金による

交付団体 51 を含めて 160

団体）  

B 【課題】  

避難所運営委員会の市全体

委員数に対する女性委員率

は、R６年度末時点で

29.0％となっており、目

標の 30％に向けて引き続

き啓発を継続する。（R5 年

末：28.9％）  

【改善策・今後の方向性】  

地域によってそれぞれ実情

が異なるため、引き続き、

各区地域づくり支援課にお

いて地域性に応じた避難所

運営委員会研修会を実施す

るなど、女性が積極的に関

わるための支援を行う。  

防災

対策

課  
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

26104 防災リーダ

ーの育成 

自助・共助による地域の防災

力の向上を図るために、防災

に男女共同参画の視点を取り

入れ、防災・減災に必要な知

識や技術を持ったリーダーを

養成する防災ライセンス講座

を実施するとともに、男女共

同参画センターを中心として

防災ワークショップを実施す

る。 

【防災ライセンス講座】  

開催数 4 回  

受講者 213 人（内女性

60 人）  

【防災ライセンススキルアッ

プ講座】  

開催数 9 回  

受講者：152 人  

（内、女性 30 人）  

B 【課題・懸案事項】  

受講者の多くは 60 歳以上

の男性（主に町内自治会や

自主防災組織の代表者）で

あり、女性や若い方（乳幼

児の親）の受講者が少な

い。  

【改善策・今後の方向性】  

受講者層として、現状の町

内自治会や自主防災組織の

代表者も立場的に必要な層

であるため引き続き受講を

促すとともに、幅広い層を

受講者とするため、託児所

を用意した講座等を開催す

るほか、開催案内などの啓

発を行う。  

防災

対策

課  

26104 防災リーダ

ーの育成 

自助・共助による地域の防災

力の向上を図るために、防災

に男女共同参画の視点を取り

入れ、防災・減災に必要な知

識や技術を持ったリーダーを

養成する防災ライセンス講座

を実施するとともに、男女共

同参画センターを中心として

防災ワークショップを実施す

る。 

⚫ 男女共同参画防災公開講

座（2 講座）：受講者 26

人（内女性 9 人）  

⚫ 女性が力を発揮するため

の防災セミナー（2 講

座）：受講者（会場）25

人（内女性 21 人）  

⚫ 防災ライセンス講座（市

共催）：受講者 26 人

（内女性 8 人）  

B 引き続き講座を実施。  

公民館と連携した講座で

は、地域により集客に差が

ある。  

実施の意義を共有し、参

画センター・公民館が各々

強みを活かした広報行う。  

男女

共同

参画

課  

26105 性別による

ニーズの違

い等に配慮

した物資の

備蓄 

性別によるニーズの違い等に

配慮した防災備蓄品（生理用

品）の整備を行う。 

使用期限を迎える者の入

れ替え及び新規指定施設へ

の配備として以下を購入し

た。  

避難所配備分 30,464 枚  

帰宅困難者一時滞在施設分

504 枚  

B 想定避難者数に対して、

必要となる備蓄目標数量の

整備が概ね完了しているた

め、今後も引き続き使用期

限を迎えるものを随時更新

し必要数を確保するよう努

める。  

防災

対策

課  

26106 女性消防団

員の活躍推

進 

女性の力を最大限に活用し、

多様な視点に基づいた防災・

減災、災害に強い社会の実現

向けて組織の活性化を推進す

るとともに、女性消防団員の

更なる活躍に向けた取組みを

強化する。 

【女性消防団員幹部会議】  

場所：セーフティーちば、

開催日：令和 6 年 7 月 24

日  

参加者：女性幹部 7 人  

【千葉県女性消防団員科第

19 期】  

場所：千葉県消防学校  

開催日：令和 6 年 5 月

25,26 日  

参加者：女性団員 5 人  

【千葉県女性消防団員活性化

シンポジウム】  

場所：ホテルポートプラザ  

開催日：令和 7 年 1 月 14

日  

参加者：女性団員 40 人  

B 女性消防団員の参加経験

者が増加するように募集等

を工夫したい。  

消防

局総

務課  
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

26107 女性消防吏

員の活躍推

進 

消防局の消防吏員に占める女

性の割合を向上することによ

り、多様な視点に基づいた消

防サービスの向上、消防組織

の活性化を図る。 

⚫ 専門学校や大学等外部の

採用説明会への参加（15

回）  

⚫ 県内、都内の大学への学

校訪問（11 校）  

⚫ 消防学校体験会開催

（R6.12 実施、28 名参

加うち女性 1 名）  

B 説明会参加者へのアンケ

ート結果などから、よりよ

い方法を検討し、引き続き

女性受験者数の増加を目指

す。  

消防

局人

事課  

 

 

 

施策の方向性（１）多様で柔軟な働き方の推進 

①長時間労働の削減などの働き方改革と職場づくり 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

31101 労働時間短

縮や休暇取

得に向けた

意識啓発 

男女共同参画センターにおい

て、家庭生活や地域活動など

との両立と健康維持のため、

長時間労働の見直しや、休暇

取得の促進に向けた意識啓発

を行う。また、千葉市産業振

興財団のキャリアアップアド

バイザーにより、人材採用力

向上支援の一環として、労働

時間短縮等について市内企業

にアドバイスを実施する。 

しごと応援シリーズ〔タイ

ムマネジメント〕：受講者

18 人（内女性 15 人）  

B 引き続き講座を実施し、

職場や家庭における時間の

使い方についての意識改革

につなげたい。  

男女

共同

参画

課  

31101 労働時間短

縮や休暇取

得に向けた

意識啓発 

男女共同参画センターにおい

て、家庭生活や地域活動など

との両立と健康維持のため、

長時間労働の見直しや、休暇

取得の促進に向けた意識啓発

を行う。また、千葉市産業振

興財団のキャリアアップアド

バイザーにより、人材採用力

向上支援の一環として、労働

時間短縮等について市内企業

にアドバイスを実施する。 

市内中小企業に対する人材

採用時のアドバイス等のコ

ンサルティングを実施  

【実績値】  

延べ訪問企業数 189 社  

支援企業数 42 社  

B 引き続き、財団による一

体的な対応を行うことで、

市内中小企業に対し人材不

足解消や従業員のよりよい

働き方の環境整備に係る支

援を行っていく。  

雇用

推進

課  

基本目標Ⅲ ワーク・ライフ・バランスの実現 
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

31102 教職員の働

き方改革 

教職員が心身の健康を保持し

ながら児童生徒と向き合うこ

とで教育の質を向上させるた

め、学校における教職員の働

き方改革を進める。 

働き方改革プランに基づ

き、  

⚫ 各学校における働き方改

革の実施  

⚫ 在校等時間の適正な把握  

⚫ 取組好事例の水平展開  

等に努めた。  

B 時間外在校等時間月平均

45 時間を超えない学校の

割合は目標の 74%を上回

り 86.3％となった。昨年

度の 83.1%からも改善し

た。  

時間外在校等時間月平均

80 時間を超える教職員の

割合は、R６目標が１ .7％

まで削減することであった

のに対し、実績は昨年度よ

り 0.2%改善したものの

2.8％となった。引き続

き、現状を改善してくよう

努める。  

学校に求められている役

割が複雑化・多様化すると

ともに、新たな教育的課題

への対応が必要になってお

り、教員の負担軽減に向け

たさらなる取組が必要であ

る。  

教育

職員

課  

 

②家庭生活等と両立しやすい職場づくりへの支援 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

31201 職場と家庭

生活等との

両立を支援

する多様な

制度の普及

促進 

男女共同参画センターにおい

て、育児休業や介護休業、子

育て期の勤務時間短縮等、家

庭生活等との両立を支援する

制度について、情報誌等によ

る情報提供や講座の開催など

を行う。 

⚫ 関連図書の収集提供及び

展示での情報提供の実  

⚫ 生活と仕事の両立支援講

座〔育休復職〕：受講者

16 人  

⚫ 生活と仕事の両立支援講

座〔男性育休〕：受講者

11 人  

B 引き続き関連図書の収集

提供・展示などによる情報

提供並びに育休等を促進す

る講座を実施していく。  

男女

共同

参画

課  

 

③テレワーク等の多様で柔軟な働き方の促進 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

31301 市職員の多

様な働き方

の促進 

市職員の仕事と家庭生活の両

立や労働生産性の向上を図る

ため、在宅勤務等多様で柔軟

な働き方を促進する。 

在宅勤務利用延べ回数  

9,916 回  

サテライトオフィス利用延

べ回数  

（R6.8.31 で閉鎖）  

80 回  

B 現場業務など、在宅勤務

制度等に適さない職場があ

る。  

窓口業務など、現状の業

務運用・制度設計では在宅

勤務制度等に適さない職場

がある。  

人 材

育 成

課  
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

31301 市職員の多

様な働き方

の促進 

市職員の仕事と家庭生活の両

立や労働生産性の向上を図る

ため、在宅勤務等多様で柔軟

な働き方を促進する。 

⚫ 千葉市職員の「ワーク・

スタイル・ブック」を発

行  

⚫ 勤 務 パ タ ー ン を 新 設  

（6 パターン→10 パター

ン）  

⚫ 「柔軟な働き方と各種制度

～介護や治療が必要にな

っても働き続けられる職

場 づ く り ～ 」 及 び 「 休

暇・休業等一覧」の作成

周知  

⚫ 新規採用職員テキストに

おいて仕事と家庭の両立

に関する項目を設定  

⚫ テレワーク延べ実施回数

9,511 回  

A テレワークについては、

窓口業務や現場業務の割合

が 大 き い な ど 、 業 務 性 質

上、実施しづらい所属も存

在していることから、引き

続き制度周知を行うなど対

応していく。  

柔軟な働き方ができるよ

う、各種制度の充実及び周

知を図るとともに、制度を

活用しやすい職場環境づく

りを進めていく。  

各種制度の利用の有無に

関わらず、すべての職員が

組織運営や職務に責任をも

ち、自身の成長につなげら

れる組織としていく必要が

ある。  

給 与

課  

31302 ペーパレス

に適した環

境整備 

市内部の事務について、紙で

保管されている資料や書籍を

必要とする等、現状テレワー

クに適さない部署があるた

め、保管されている資料を含

む紙資料の電子化を目指し、

ペーパレスに適した環境整備

を行う。 

ペーパーレスに資するた

め、パソコンの小型軽量化

や共有フォルダ等保存領域

の増加を考慮した仕様で、

令 和 5 年 度 に 第 5 次

CHAINS 等の調達を実施

し、令和 5 年 10 月から第

5 次 CHAINS 等の設計・

構築を開始していたが、令

和 6 年度も引き続き設計・

構築を行い、令和 7 年 1 月

から運用を開始した。  

B 共有フォルダ等の増加を

行った反面、不要データを

削除する等、適切な利用に

かかる定期的な監視運用を

実施する。  

情 報

シ ス

テ ム

課  

31303 コミュニケ

ーションツ

ールの高度

化 

市内部の事務について、外部

との電話や FAX によるやり

取りが必要等、現状テレワー

クに適さない部署がある。ま

たテレワーク実施時において

職員間のコミュニケーション

も登庁時と同程度に円滑に行

う仕組みが必要となるため、

庁舎内外等場所にとらわれな

いコミュニケーション手段の

整備を行う。 

庁内のコミュニケーショ

ン手段を向上させるため、

高度なコミュニケーション

ツ ー ル （ Microsoft  

Teams ） を 含 む

Microsoft365 を組み込

んだ仕様で、令和 5 年度に

第５次 CHAINS 等の調達

を実施し、令和 5 年 10 月

から第５次 CHAINS 等の

設計・構築を開始していた

が、令和 6 年度も引き続き

設計・構築を行い、令和 7

年 1 月から運用を開始し

た。  

B Microsoft Teams の

利用において、利用率の低

い Team の整理等、限られ

た資源（ディスク容量等）

を有効に活用するための定

期 的 な 監 視 運 用 を 実 施 す

る。  

また、庁外におけるコミ

ュニケーション手段の整備

について、本市にとって効

果的なツール・手段を引き

続き検討する。  

情 報

シ ス

テ ム

課  

31304 多様な就業

形態につい

ての情報提

供 

ワークシェアリングや在宅勤

務、短時間正社員制度など多

様な就業形態について情報を

収集、提供する。 

関連図書の収集提供及び

展示での情報提供の実施  
B 図書貸出し件数及び来館

者を増やすため、広報等の

工夫  

男 女

共 同

参 画

課  
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

31305 「 CHIBA-

LABO」個

室ブースの

設置・ドロ

ップイン利

用開始 

利用者増加及び賑わい創出の

観点からドロップイン利用の

開始をするとともに、テレワ

ークなどの幅広い働き方に対

応するため、個室ブースを設

置する。 

室数内訳：  

●ワーキングスペース 26

席●カフェスペース 16 席

●商談室 4 室●セミナール

ーム 1 室●個室ブース 2 室  

利用区分：  

フルタイム会員利用●デイ

タイム会員利用●ナイト＆

ホリデイ会員利用●ドロッ

プイン利用  

利用者数 226 人  

B 今後も、継続して入居者

に対して柔軟にサービスの

提供を実施していく。  

産 業

支 援

課  

 

施策の方向性（２）男女がともに担う家庭生活づくり（家事・育児・介護等へ

の支援） 

①男性の家事・育児・介護への参画促進と育児休業取得促進 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

32101 市職員の両

立支援・子

育て支援の

推進 

次世代育成支援対策推進法に

基づき、「特定事業主行動計

画」の進捗状況を管理する。 

⚫ 子育て応援タイムズの発

行  

⚫ 管理職のイクボス宣言の

実施  

⚫ 男性職員の子育てに関す

る調査及び結果の庁内共

有  

⚫ 「イクボスのための職員の

子育て応援チェックリス

ト」や「男性職員に関す

る休暇等取得計画書兼フ

ォローシート」の作成周

知  

⚫ 職員の子や配偶者が、父

母の職場を訪れる「家族

の職場訪問」を実施。  

⚫ 子育て中の男性職員等が

意見交換・交流する機会

を提供。  

⚫ 子育て・女性活躍に関す

る次期計画（令和７年度

～令和１１年度）の策定  

A 柔軟な働き方ができるよ

う、制度の充実及び周知を

図るとともに、制度を活用

しやすい職場環境づくりを

進めていく。  

各種制度の利用の有無に

関わらず、すべての職員が

組織運営や職務に責任をも

ち、自身の成長につなげら

れる組織としていく必要が

ある。  

給与

課  

32102 男 性 の 家

事・育児・

介護に関す

る知識や技

術の習得 

男女共同参画センターにおい

て、男性の家事や育児、介護

に関する知識や技術を習得す

るための講座を開催する。 

⚫  家庭生活における参画講

座〔家事・育児〕（計３

講座）：受講者 35 人

（内女性 6 人）  

⚫ さんかくカレッジ〔ケア

労働〕：受講者 12 人

（内女性 9 人）  

B 引き続き講座を実施して

いく。  

〔介護〕については、ジェ

ンダー平等の視点からの講

座を検討していく。  

男女

共同

参画

課  
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

32103 男性の子育

て支援 

土日に両親学級を開催し学習

の機会を提供するとともに、

男性の育児休業取得促進奨励

金など、様々な取組みを実施

する。 

【土日開催の両親学級】  

（①1 日目②2 日目）  

実施回数①12 回②6 回  

母親参加者数  

①233 人  

②117 人  

父親参加者数  

①237 人  

②120 人  

B 父親の育児参加を促し、

安心して出産育児ができる

よう、今後も事業を継続し

て実施していく。  

働く男性女性が参加しや

すいよう、土日の開催を継

続する。  

健康

支援

課  

32103 男性の子育

て支援 

土日に両親学級を開催し学習

の機会を提供するとともに、

男性の育児休業取得促進奨励

金など、様々な取組みを実施

する。 

男性の育児休業取得促進奨

励金  

支給実績：30 件  

プレパパママ講座  

開催回数：12 回  

参加者：280 人  

イクメン応援イベント  

開催回数：１回  

参加者：34 人  

パパスクール  

開催回数：４回  

参加者：30 人  

（パパ実人数 9 人）  

A 男性の育児休業取得促進

奨励金については、R7 年

度から一部見直しをし、引

き続き、社会情勢に合わせ

た制度となるよう事業を進

める。  

その他講座については、

引き続き、多くの市民に参

加いただけるよう広報に努

める。  

幼保

支援

課  

32104 地域子育て

支援センタ

ー等におけ

る父親向け

講座・イベ

ント等の実

施 

父親の子育てを支援する講座

やイベント、レクリエーショ

ン活動などを実施する。 

父親の育児への主体的な関

わりやグループ作りを促進

する講座等  

開催数：369 件  

804 人参加  

B 引き続き、開催内容に合

わせて、父親が参加しやす

い開催形態等を検討すると

ともに、多くの市民に利用

いただけるよう広報に努め

る。  

幼保

支援

課  

 

②子育てに関する相談・支援 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自 己

評価 

課題・改善策・今後の方向性

等 

所 管

課 

32201 育児ストレ

ス相談 

1 歳 6 か月、3 歳児健康診査

等で、育児不安があり援助が

必要な保護者に対し、臨床心

理士、保健師が個別相談を行

う。 

開催回数 :207 回  

相談件数 :延べ 335 件  

B 子どもの育てにくさに起

因した育児ストレス件数が

増加傾向にあることから、

今後も引き続き事業を実施

し、育児ストレスの軽減を

図る。  

健 康

支 援

課  

32202 養育支援訪

問事業 

育児不安や育児ストレスの強

い家庭に対し、保健師等が訪

問し、育児に関する相談、指

導、助言を行う。 

養育支援訪問件数  

延べ 2,013 世帯  
B 対象者の抱える問題が、

複雑化しており、虐待リス

クの高い家庭が増えている

ため、今後も継続して事業

を 実 施 し て い く 必 要 が あ

る。  

健 康

支 援

課  

32203 子どもルー

ム整備・運

営事業 

就業等により昼間家庭に保護

者のいない小学生を対象に、

授業が終わった後の遊び及び

生活の場を提供し、指導員の

活動支援のもと児童の健全育

成を図る。 

8,909 人の児童を受け

入れ、本市で初となる待機

児童ゼロを達成した  

A 待機児童ゼロを前提に、

よりよい保育環境の確保・

整備に取り組む  

健 全

育 成

課  
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自 己

評価 

課題・改善策・今後の方向性

等 

所 管

課 

32204 家庭児童相

談事業 

各区保健福祉センターこども

家庭課に会計年度任用職員の

相談員を配置し、児童と家庭

にかかわる各種相談業務を行

う。 

児童虐待や家庭における

児童の養育に関する相談等

を実施した。  

B 引き続き、現体制で実施

していく。  

こ ど

も 家

庭 支

援課  

32205 ニーズに応

じた保育の

受け皿の確

保 

潜在的な保育需要に対応し、

将来にわたって待機児童ゼロ

を達成するため、子ども・子

育て支援事業計画（千葉市こ

どもプラン）等に基づき、保

育の受け皿を確保する。 

既存施設の定員増や小規

模保育事業の保育所移行な

ど既存施設を可能な限り活

用するとともに、保育需要

が高く、施設整備の必要性

が特に高い駅の周辺地域に

重 点 的 に 整 備 を 進 め た 結

果、6 年連続待機児童ゼロ

を達成した。  

31 か所 863 人増  

A 引き続き、既存施設の定

員増や幼稚園の認定こども

園移行、認可外保育施設の

認可化移行など、既存施設

を可能な限り活用するとと

もに、保育需要が高く、保

育施設整備の必要性が特に

高い駅の周辺地域に、重点

的に整備を進めていくこと

で、待機児童ゼロの継続を

目指す。  

幼 保

支 援

課  

32206 フ ァ ミ リ

ー・サポー

ト・センタ

ー事業 

子どもを預けたい人、預かる

ことができる人に会員として

登録してもらい、会員相互に

よる援助活動の手助けを行

う。 

育児の援助を受けたい方

（依頼会員）と援助を提供し

たい方（提供会員）を会員

とした組織、ちばしファミ

リー・サポート・センター

を運営し、会員相互の援助

活動を支援する。  

R6 会員数 5,019 人  

活動件数 6,332 件  

B 引き続き、多くの市民に

利用いただけるよう広報に

努めるが、特に提供会員の

確保に力を入れたい。  

幼 保

支 援

課  

32207 病児・病後

児保育事業 

病気回復期などのため保育所

等に預けられず、保護者が就

労等により、家庭での育児が

困難な場合に、診療所併設の

施設で保育を行う。 

保育所等へ通所中の児童

が、病気回復期などである

ことから集団保育又は家庭

での育児が困難な場合に、

そ の 児 童 を 一 時 的 に 預 か

り、保護者の子育てと就労

の両立を支援した。  

R6 5,215 件  

B 新規開設施設の確保に努

める。  

幼 保

支 援

課  

32208 子育て支援

館における

利用者支援

事業 

各種子育てサービスの情報を

収集し、インターネット等を

活用して情報の提供を行う。

また、子育てに関する相談を

受け、サービスの提供に必要

な援助や関係機関との連絡調

整を行う。 

乳幼児の健やかな育成を

図るとともに、子育て家庭

を支援するため、親子の遊

びと交流の場の提供、相

談、講座等を行います。  

R6 相 談 件 数 1,390 件  

来館者数 66,153 人  

B 引き続き、多くの市民に

利用いただけるよう広報に

努める。  

幼 保

支 援

課  

32209 地域子育て

支援拠点事

業 

乳幼児及びその保護者が相互

交流する場所を提供し、子育

てについての相談、情報の提

供、助言その他の援助を行

う。 

子どもを生み育てやすい

環 境 づ く り を 推 進 す る た

め、子育て中の親子が気軽

に集い、うちとけた雰囲気

の中で相互交流や相談等を

行った。  

R6：228,858 人  

B 引き続き、多くの市民に

利用いただけるよう広報に

努める。  

幼 保

支 援

課  
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自 己

評価 

課題・改善策・今後の方向性

等 

所 管

課 

32210 子育て支援

コンシェル

ジュ 

保育をはじめとした子育て支

援サービス全般の利用に関す

る相談・情報提供などを行

う。 

保育をはじめとした子育

て支援サービス全般の利用

に関する相談・情報提供な

どを行う子育て支援コンシ

ェルジュを各区保健福祉セ

ンターに配置し、相談業務

等を行う。  

R6 延相談件数：  

10,007 件  

B 引き続き、子育て支援サ

ービス及び待機児童対策に

資する事業を実施する。  

幼 保

支 援

課  

32211 保 育 所

（園）地域

活動事業 

地域の世代間交流、異年齢児

との交流、子育て家庭への育

児講座、小学生低学年児童受

入、その他交流事業を実施す

る。 

新型コロナウィルス感染

症が５類に移行し２年が経

ち、公立、民間共に実施回

数が増加傾向にある。各保

育所、保育園が工夫をして

開催し、地域の方との触れ

合いに繋がった。  

民間保育施設については

実施した際の報告を求めて

いるが、未提出の園も多

い。  

【公立保育所・認定こども

園】  

回数：515 回  

人数(延べ)：10,862 人

(在所児含む)  

【民間保育園等】  

回数：33 回  

人数(延べ)：1400 人（在

園児含む）  

B 年間計画表の掲示、配布

等を行い周知し、より多く

の参加を呼び掛ける。  

地域の方々が楽しみ、継

続して参加出来るよう内容

を工夫していく。  

幼 保

指 導

課  

32212 多様な保育

需要への対

応 

保護者の就労形態の多様化等

に伴う保育ニーズに合わせ、

保育メニューの拡充を行う。 

【一時預かり】  

新たに休・廃止が出る一

方、新規開始もあり、増減

差引 0。  

【休日保育】  

⚫  公立保育所 1 園での実施

を継続した。  

⚫ 実施園数は、令和 6 年度

末で 1 園減少したが、令

和 7 年度 4 月 1 日より 1

園増加したため、増減な

し。  

B 更なるニーズがあること

から、引き続き実施園の拡

充に努める。  

幼 保

運 営

課  

32213 子育てサポ

ーター・家

庭教育アド

バイザー配

置事業 

子育てサポーターは、公民館

で活動している子育てサーク

ルや家庭教育学級等の相談、

子育てに悩みや不安をもつ親

等保護者に対して、指導する

ほか相談に応じる。また、家

庭教育アドバイザー（臨床心

理士有資格者）は、必要に応

じ、専門的な立場から相談に

応じるほか、子育てサポータ

ーへの助言も行う。 

子育てサポーター委嘱  36

人  

家庭教育アドバイザー委嘱 

6 人  

「子育ておしゃべりタイム」

他相談（各公民館） :  

開催日数 145 日  

延参加者 1,565 人  

(内 大人参加者数：763

人（男性 24 人）)  

子育てサポータースキルア

ップ講座  開催回数 0 回  

B 育児休業や有給休暇を利

用し参加される男性は、少

数である。  

事業としては定着してい

るため、事業名を「子育て

おしゃべりタイム」という

名称で広報を行っているが

男性が参加しやすくなるよ

うさらに工夫する。  

地域により、対象となる

家庭数に大きな差があるた

め引き続き日程や会場の検

討を行う。  

生 涯

学 習

振 興

課  
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③介護に関する相談・支援 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

32301 あんしんケ

アセンター

（地域包括

支援センタ

ー）運営事

業 

高齢者が、住み慣れた地域で

安心した生活が送れるよう、

介護・福祉・健康・医療など

に関する相談に応じるほか、

権利擁護などの支援を行う。 

相談件数は 116,542 件

となり、対前年度比で

6,817 件減（5.5％減）

となったが、相談者実人数

は 22,273 人となり、対

前年度比で 934 人

（4.4％増）となった。  

相談内容別では、「介護保

険制度に関すること」が

60,229 件と、全体の

51.7％を占めた。  

A 多様化するニーズや複合

的課題に対応していけるよ

う、計画的にセンター職員

を配置し、きめ細かな対応

をとれる体制を整える。  

地域

包括

ケア

推進

課  

32302 生活支援サ

ービスの充

実 

高齢者の生活支援の基盤強化

を図るため、生活支援コーデ

ィネーターを配置するととも

に、地域における生活支援・

介護予防のニーズの把握や、

地域資源の収集及び情報提供

等を行う。 

第１層及び第２層生活支援

コーディネーター（SC）

の資質向上及び平準化に努

めた。  

⚫  １層 SC：各区に１名配

置  

⚫  ２層 S：各あんしんケア

センターに１名配置  

⚫  研修の実施・チーム活

動・定例会の開催等  

情報公表システムにより、

情報の一元化および正確で

充実した情報管理体制を整

備する。  

⚫ 地域資源情報掲載件数：

1,946 件  

（R5：1,834 件、  

R4：1,716 件、  

R3：1,587 件）  

A 支援が必要な高齢者のニ

ーズに応じた自立支援の推

進に向け、１層・２層がそ

れぞれの役割を遂行し、多

様な主体による一層の生活

支援体制の充実を図る。  

生活支援コーディネータ

ーが把握した地域資源情報

を、千葉市の生活支援サイ

トで適切に管理し、高齢者

に対して必要な情報提供を

行っていく。  

地域

包括

ケア

推進

課  

32303 ちば認知症

相談コール

センターの

設置 

認知症の人の介護経験を持つ

相談員が、親身に相談を受け

る電話相談や面接相談（予約

制）を県と共同で運営する。 

認知症の人やその家族等か

らの各種相談に対し、電話

や面接による相談支援を実

施した。  

電話相談件数：375 件  

面談件数：3 件  

B 認知症の人の状況のみな

らず家族介護者の状況によ

り、抱えている問題は多岐

にわたるため、それぞれの

実情に合ったきめ細かな相

談体制を継続的に整備して

いく必要がある。  

地域

包括

ケア

推進

課  

32304 認知症カフ

ェの設置促

進 

認知症の人とその家族並びに

地域住民、専門職等の誰もが

気軽に安心して立ち寄ること

ができる集いの場を地域に増

やすことで相互交流を促し、

認知症の人本人の重度化防

止、家族の負担軽減及び認知

症についての知識の普及促進

を図るとともに、認知症の人

と家族を地域で支える体制を

推進する。 

認知症地域支援推進員、

安心ケアセンター、地域関

係者等が連携し、認知症カ

フェの解説や安定した運営

に係る支援として、認知症

カフェ設置・運営に係る経

費に対する補助金の交付

や、新規開設を希望する者

を対象とした説明会の開催

等の取組みを行った。  

認知症カフェ数：51 

認知症カフェ主催者意見交

換会：1 回  

認知症カフェ開設者向け説

明会：１回  

補助金交付件数：17 件

（新設：4 件、  

継続：13 件）  

C 認知症カフェの新規開設

及び運営継続に対して継続

的に支援するとともに、補

助金の活用を通じて地域で

の安定した認知症カフェの

運営を推進するため、補助

内容の見直しを含めた検討

が必要である。  

地域

包括

ケア

推進

課  
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

32305 在宅介護者

支援の充実 

家族介護者の身体的・精神的

負担を軽減するため、介護に

関する基礎的知識を学習する

研修を開催するとともに、訪

問レッスンや介護の悩みに関

する相談受付（オンラインを

含む。）を実施する。 

家族介護者研修（年度８回

開催）：71 人  

電話相談：657 件  

訪問レッスン：69 件  

B 引き続き、効果的な周知

を検討していく。  

高齢

福祉

課  

32306 三世代家族

同居・近居

の支援 

高齢者の孤立防止や家族の絆

の再生を図るため、三世代家

族の同居・近居に要する費用

の一部を助成する。 

（１）１年目助成  

合計 71 件  

⚫  住宅の新築・増改築に要

する費用 :28 件  

⚫  住宅の購入・賃貸借契約

に要する費用 :21 件  

⚫  転居に要する引越費用 :  

22 件  

（２）2 年目、3 年目助成  

合計 38 件  

⚫  2 年目助成 :22 件  

⚫ 3 年目助成 :16 件  

C 事業廃止に向け検討を進

めていく。  

高齢

福祉

課  

32307 介護保険施

設等の計画

的な整備 

必要なサービスが必要として

いる高齢者に届く安心なサー

ビス提供体制を目指し、介護

保険施設等の計画的な整備を

進める。 

【特別養護老人ホーム】  

R6 年度竣工分：新設 1 施

設（100 床）、増床１施設

（８床）  

R6 年度選定分：新設 2 施

設（200 床）  

地域密着型事業所整備（定

期巡回・随時対応型訪問介

護看護、小規模多機能型居

宅介護、地域密着型特定施

設入居者生活介護、認知症

対応型共同生活介護）：なし  

B 【課題】  

① 特別養護老人ホームにつ

いては、物価高騰や職員

確保が困難となったこと

に起因し選定後に事業取

下が発生した。  

② 地域密着型事業所につい

ては、公募を行ったが、

定期巡回・随時対応型居

宅介護は、申請事業者が

無く、小規模多機能型居

宅介護および地域密着型

特定施設入居者生活介護

は、申込はあったものの

事業者都合により取下げ

となり、認知症対応型共

同生活介護は、小規模多

機能型居宅介護の整備を

要件としていたため、整

備が進まなかった。  

【改善策】  

① 選定審査を行う中で資金

計画や既存施設の運営状

況の確認等を強化してい

く。  

② 事業者が申請しやすくな

るよう、公募要件の緩和

を検討する。  

【今後の方向性】  

① 待機者解消のため今後も

施設整備が必要となる。  

② 地域包括ケアシステムを

構築するため、地域密着

型サービス事業所の計画

的整備を行う。  

介護

保険

事業

課  
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施策の方向性（３）市民に寄り添ったデジタル化の推進 

①使いやすい市役所の実現 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

33101 オンライン

による手続

の促進 

市役所への手続に要する市民

の皆さまの時間を最小限にす

るため、より一層のオンライ

ン可能な手続の周知や、オン

ライン手続画面の利便性向上

などを図る。 

オンライン手続きが可能

な手続きの一覧をホームペ

ージ上で公開している。  

また、市民を対象とした

WEB アンケートにて「手

続きのオンライン化」につ

いてオンライン化のニーズ

を把握し、引き続きオンラ

イン可能な手続の周知や、

オンライン手続画面の利便

性向上に努めている。  

A 引き続きオンライン化及

びオンラインでの手続利用

率向上の推進を行ってい

く。  

また、市政だより等の広

報プロモーションを活用

し、市民への広報活動も積

極的に実施する。  

市のＨＰのレイアウトの

見直しなどを行い、市民の

オンライン手続の認知度向

上に取り組む。  

業務

改革

推進

課  

33102 デジタルデ

バイド対策 

すべての市民がデジタル化の

恩恵を享受できる社会を実現

するため、高齢者等のデジタ

ル活用に向けたスマートフォ

ン講座を開催するとともに、

相談体制を構築する。 

【スマートフォン講座】  

85 回（参加者：785 名）  

実施場所：各区コミュニテ

ィセンター、生涯学習セン

ター、消費生活センター、

自治会等  

【スマートフォン相談会】  

26 回（参加者：385 名）  

実施場所：各区役所、各区

民まつり、各区いきいきプ

ラザ  

A 引き続き、ニーズに合っ

たデジタルでバイト対策を

進めていく。  

スマ

ート

シテ

ィ推

進課  

33103 電子書籍サ

ービスの実

施 

新たな時代の「学び」を支援

するため、公共図書館として

の役割を踏まえて、電子書籍

サービスの充実を図る。 

提供資料数 :13,620 点  

ログイン回数 :186,942

回  

ログイン者数 :64,509 人  

貸出回数 :19,207 回  

閲覧回数 :278,317 回  

B 引き続き、市民の学びの

場となるよう、電子書籍の

充実を図り、また、令和 7

年度は、学校における電子

書籍の活用を一層図る観点

から、児童生徒が一斉に利

用できる「読み放題のコン

テンツ」をさらに充実させ

るとともに、学校の利用状

況等を把握し、必要な改善

を進めていく。  

中央

図書

館情

報資

料課  

 

②一人ひとりのニーズに合った行政サービスの提供 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

33201 個々の状況

に応じた情

報の提供 

使える制度の調査などに要す

る市民の時間を最小限にする

ため、あなたが使える制度お

知らせサービスの通知対象制

度の拡充など、機能性向上を

図る。 

新たに以下の制度の拡充

を行った。  

⚫  就学援助  

⚫ 小学校入学準備金  

A  
毎年度実施している利用

者アンケートなどを参考に

し、ニーズのある制度の特

定、拡充を行うよう検討す

る。  

より簡便に対象者を特定

して通知する機能を追加

し、給付金などの突発的で

かつニーズのある制度の通

知が行えるよう改修を行

う。  

業務

改革

推進

課  
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施策の方向性（１）様々な個性や能力を伸ばし、可能性を拡げる学校教育等の

推進 

①男女平等教育の推進と、個性や能力を尊重した教育環境づくり 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

41101 学校運営へ

の女性教職

員の登用促

進 

学校運営への女性教職員の参

画を促進する。 

小学校の校長・教頭に占め

る女性の割合  

令和 6 年 4 月 1 日現在：

34.7% 

中学校の校長・副校長・教

頭に占める女性の割合  

令和 6 年 4 月 1 日：

19.3% 

B 教職員の年齢分布に偏り

があり、これから教頭・校

長になる 30 代後半から

40 代後半の教職員が比較

的少ない。  

教育

職員

課  

41102 教職員研修

の充実 

教職員の男女平等教育への理

解促進を図る。 

管理職向けの研修や階層

別の研修を実施したほか、

全教職員に向けたコンプラ

イアンス通信を毎月発行し

た。  

B 日々寄せられる苦情や相

談、アンケート調査の内容

を見ると、人権や男女共同

参画への意識が十分に浸透

しているとまでは言えず、

より効果的な研修内容や啓

発方法を検討する必要があ

る。  

教育

職員

課  

41102 教職員研修

の充実 

教職員の男女平等教育への理

解促進を図る。 

初任者研修 :受講者 156 名  

専門研修 :受講者  73 名  

LGBTQ に関する講義を実

施  

B 他自治体の研修状況の調

査、及び男女共同参画に関

する正確な理解の促進とな

る研修内容について検討す

る。今後も、受講者のニー

ズに合わせた内容改善及び

最適な講師選定を行う。  

教育

セン

ター  

41103 進路指導の

充実 

将来の生き方を考える進路指

導の推進に努める。 

⚫ 中学 1、2 年生にキャリ

ア教育ノート、3 年生に

進路選択の手引きを作

成、配付  

⚫ 専門高校リーフレットを

作成し、中学 1、2 年生

に配付  

⚫ 保護者資料「子供と共に

考える進路」を千葉市

HP に掲載。  

B 自分らしい生き方を考え

たり、学ぶ意義を考えたり

する活動を通し、将来の夢

や希望、目標をもてるよう

推進する。  

今を生きる生徒の実態や

社会の様子を取り入れ、生

徒の主体的な進路選択や将

来設計を行うため、毎年改

訂する。  

教育

改革

推進

課  

41104 教育相談の

充実 

教育センター及び養護教育セ

ンター等において、教育相談

（電話相談、来所相談、訪問

相談等）を行う。 

電話相 :5,647 件  

来所相談 :3,955 件  

訪問相談 :121 件  

医療相談 :191 件  

教育支援センター :412 名  

中学校グループ活動 :82 名  

小学校グループ活動 :73 名  

A 今後も性別にとらわれる

ことなく、相談者の状況に

寄り添いながら丁寧な教育

相談を実施し、不登校児童

生徒の学校復帰を含めた社

会的自立を支援していく。  

相談件数は年々増加傾向

にあり、不登校の長期化、

重篤化も見られる。  

カウンセラー等の専門家

の増員や、教育支援センタ

ーの機能拡充が必要であ

る。  

教育

セン

ター  

基本目標Ⅳ 人材の育成と理解の促進 
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

41104 教育相談の

充実 

教育センター及び養護教育セ

ンター等において、教育相談

（電話相談、来所相談、訪問

相談等）を行う。 

【教育相談】  

来所相談 :1 ,747 件  

電話相談 :1 ,630 件  

土曜相談 :46 件  

医療相談 :72 件  

【学校訪問相談】  

120 校、1,079 回  

A 相談希望の保護者に対し

て、適切な相談の機会を  な

るべく早く提供できるよう

工夫していく。  

また、来所できない家庭

に対して学校訪問充実を図

っていく。  

養護

教育

セン

ター  

41105 科学教育の

推進 

科学・技術を身近に感じるこ

とができる環境を創出するた

め、未来の科学者育成プログ

ラムを充実させる。 

【未来の科学者育成プログラ

ム】  

講座数：31 講座  

受講生：113 人  

（女 36 人）  

全講座延べ受講人数：  

697 人  

市内中高生を対象に、千葉

市、千葉県内の研究施設

（大学、研究所、企業）にお

いて講師を招聘し講座を開

催した。  

【未来の科学者育成プログラ

ム・ジュニア】  

講座数：８講座  

全講座延べ受講者数 79 人  

市内小学校 3～6 年生を対

象に市科学館、市動物公

園、県立博物館、千葉大学

で講座を開催した。  

B 今後も科学・技術を身近

に感じることができる環境

を創出するという目的達成

のため「講座参加コース」

の充実と、より深く学びた

いという受講生対象に向け

て「課題研究コース」との

両立を検討しながら、継続

して実施していく。  

広い視点で科学を捉える

ためにも、科学分野のバラ

ンスや受講生の意見を考慮

しながら、新しい科学分野

の講座開設を計画し、男女

参画の観点と科学との関連

を図った講座やプログラム

内容を検討していく。  

生涯

学習

振興

課  

 

②キャリア教育の充実 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

41201 女性リーダ

ー の 育 成 

〔基本目標

Ⅰ -（1） -

①の再掲〕 

次代を担う女性リーダーを育

成するため、市内の女性を対

象に、女性の能力の開発・発

揮のための支援を実施する。 

市立稲毛高校と市内高校

生を対象に、「千葉市役所」

「千葉銀行」「量子科学技術

研究所」の 3 か所を訪問し

女性管理職と交流するツア

ーを実施した。  

参加者計 28 名  

B 参加希望者数が増えるよ

う、若年層の興味を引く企

画とする必要がある。  

男女

共同

参画

課 

41202 産業人材の

育成 

次世代を担う子ども達が様々

な内容の起業家精神教育が受

けられるよう、産学官連携に

より、市内各地域で講座やイ

ベント等を実施する。 

ちばアントレプレナーシッ

プ教育コンソーシアムにて

教育事業を 9 事業開催  

参加人数計 1,737 人  

※ うち 1,303 人は、「目

指せ！イチゴビジネスク

リエイター」コンテンツ

のゲーム（ビジービジー

ストロベリー）延べアク

セス数  

B アントレプレナーシップ

教育を推進するため、令和

3 年 12 月に設立した産学

官による「ちばアントレプ

レナーシップ教育コンソー

シアム」を中心に、子ども

たちの興味や自主性を尊重

したプログラムを提供して

いく。  

雇用

推進

課 
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

41203 技術職・技

能職の魅力

啓発 

人手不足が続く技術職・技能

職を将来の就労先の選択肢の

一つとして認識するきっかけ

をつくるため、技術職等の魅

力を伝える冊子（中学2年生

向け）及び動画（中高生とそ

の保護者向け）を作成する。 

技能職・技術職を将来の

就労先の一つとして認識し

てもらうための冊子及び動

画等を作成し配布・発信し

た。  

【実績値】  

冊子 :9,330 部作成  

動画 :5 本作成  

B 引続き、冊子と動画を一

体的に作成するとともに、

出前授業など学校現場での

活用方法を検討していく。  

雇用

推進

課 

41204 キャリア教

育の推進 

産学官連携のキャリア教育推

進連携会議を設置し、キャリ

ア教育を充実させる。 

R6 年度は基本方針の周

知、協力校での授業実践、

R7 年度以降に向けた会議

の在り方検討に取り組んだ

ため、推進連携会議が休会

となった。  

- 企業等のキャリア教育へ

の参画を推進していく。  

雇用

推進

課 

41204 キャリア教

育の推進 

産学官連携のキャリア教育推

進連携会議を設置し、キャリ

ア教育を充実させる。 

⚫  キャリア教育主任研修会

を年 1 回開催  

⚫ 千葉市キャリア教育新基

本方針「未来を拓くキャ

リア教育」の周知  

B 各種研修等を通じて、「未

来を拓くキャリア教育」に

ついて引き続き周知し、キ

ャリア教育を推進する。  

学習モデルの作成、周知

に向け、キャリア教育推進

連携会議（年 2 回）やワー

キンググループ会議（年 2

回）を開催する。  

教育

改革

推進

課 

41205 職業体験学

習の推進 

小学校、中学校における職業

体験学習を通して、働くこと

の意義を自覚させ、勤労観・

職業観を育む中で、社会的・

職業的自立に向け、必要とな

る能力や態度を育てる。 

職業体験学習実施状況に

ついては、小学校 66 校

（出前授業）、中学校 52 校

（職場体験および出前授業）

で実施。  

実施率  

小学校 61％  

中学校 96％  

学校のニーズに合った出

前授業の実施に向け、体験

活動を取り入れた職業講話

を実施した。  

B 今後も、性別に捉われる

ことなく、自分の興味・関

心や価値観等に基づき将来

なりたい職業を考えられる

よう、企業等と学校をつな

ぎ、児童生徒が勤労観や職

業感が育まれるよう、職業

体験学習を推進する。  

教育

改革

推進

課 
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③政治参画意識の醸成 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

41301 子ども議会 

〔基本目標

Ⅰ -（1） -

①の再掲〕 

千葉市の将来を担う子どもた

ちが、千葉市の現状と課題に

ついて話し合い、その解決に

向けた具体的な提案を行う中

で、千葉市民としての意識を

高める。 

第 1 回学習会は市長講話

の後、提案や質問事項等に

ついて話し合った。  

第 2 回学習会では、提案

作成にあたり知りたいこと

を各課担当者から教えてい

ただいた。  

第 3、4 回の学習会を経

て、子ども議会を開催。市

長、副市長、教育長から答

弁をいただき、市政につい

ての理解を深めた。  

子ども議員（小学 5・6

年生）：  

43 名（女子 28 名）  

ファシリテーター（中学

生）：9 名（女子 3 名）  

B 子ども議員の半数以上が

女子生徒であり、女性の社

会参画に対する意識を高め

ることができた。今後も社

会の動向を踏まえながら、

子ども達が取り組みやすい

テーマについて検討してい

くようにする。  

教育

指導

課  

41302 生徒会交流

会 

〔基本目標

Ⅰ -（1） -

①の再掲〕 

各校の特色ある生徒会活動や

運営上の課題などについてオ

ンラインで情報交換や話し合

いを行い、学校間の交流を図

るとともに、自校の生徒会活

動を充実・発展させるための

機会とする。 

⚫  6 月 10 日（月）

14:50～16:20 

⚫  オンラインにて実施  

⚫  約 140 名が参加（約半

数は女子生徒）  

１台の端末で複数人が参

加する形式のため正確な人

数は把握していないが、事

前に申し出た参加予定者リ

ストから約 140 名とし

た。  

また、参加者の申込み用

紙に性別の記入欄を設けて

いないため、男女の人数の

正確な把握していない。  

B 各校、約半数を女子生徒

が占める状況が定着してい

るが、生涯にわたる女性の

政治・行政への参画につい

て話し合われているわけで

はない。  

教育

指導

課  

41303 小学校模擬

選挙 

〔基本目標

Ⅰ-（1）-

①の再掲〕 

若者の政治への関心の低さや

選挙離れが課題となっている

中、子どもの頃から実際の選

挙と同様の体験をすることに

より、政治や選挙への関心を

高める。 

26 校実施  B 小学校 66 校から申込み

があったものの、連携して

実施している弁護士会や大

学等の実施校数には限りが

あり、26 校の実施となっ

たため、連携して実施する

大学等を増やすなどして、

実施校数の増加を図る。  

選挙

管理

委員

会  
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施策の方向性（２）市民の理解促進・家庭や地域における学習機会の充実 

①市民の男女共同参画意識の醸成 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

42101 ハーモニー

講演会の開

催 

男女共同参画社会の形成に向

け、意識啓発を目的とした講

演会を実施する。 

【ハーモニー講演会】  

登壇者：坂東眞理子氏  

場所：千葉市生涯学習セン

ター  

開催日：  

令和 7 年 1 月 26 日  

参加者数：161 人（うち動

画視聴申込者数 32 人）  

B 参加者数維持のための方

策の検討が必要  

引き続き、実施・周知方

法や開催時期、開催方法等

について十分検討を行って

いく。また、講演会以外の

方法での意識啓発等の方法

についても研究していく。  

男女

共同

参画

課  

42102 男女共同参

画週間の実

施 

毎年 12 月の市男女共同参画

週間の周知を図るとともに関

連行事を開催する。 

ちば男女・みらいフォーラ

ム 2024 の実施  

（1 講演、9 講座・イベン

ト、2 自主事業、展示）  

参加人数：延べ 1,696 人  

A 男女共同参画に関する講

演会、事業を引き続き実施

するとともにフレンドシッ

プ登録団体・個人と協働し

た事業を実施していく。  

男女

共同

参画

課  

42103 男女共同参

画に関する

情報誌の発

行 

男女共同参画センター情報誌

を発行し、男女共同参画に関

する情報提供を行う。 

情報誌「みらい」2 回（第

49 号・第 50 号）  

各 5,000 部発行  

B 男女共同参画に関するテ

ーマの特集に、関心をもっ

て手に取ってもらえるよ

う、タイトル・デザイン等

を工夫していく。  

男女

共同

参画

課  

 

②男女共同参画に関する拠点施設の充実 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

42201 男女共同参

画に関する

調査研究 

男女共同参画センターにおい

て、男女共同参画に関する調

査や研究等を行い、現状の把

握や施策への反映を行う。 

調査：仕事と生活の調和に

関する意識調査  

研究：千葉市におけるワー

クライフバランスについて

今後に向けて  

B  
引き続き、調査・研究を

実施する。  

男女

共同

参画

課  

42202 男女共同参

画センター

の機能充実 

男女共同参画社会の実現のた

め、国の方針に基づき、拠点

施設である男女共同参画セン

ターの機能充実に向けて、施

設の管理や実施事業の見直し

などを検討する。 

国が令和 7 年度中に男女共

同参画センターのガイドラ

インを策定予定であるた

め、その発表後検討予定。  

-  

 

男女

共同

参画

課  

 

③男女共同参画に関する学習機会の提供 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

42301 男女共同参

画に関する

資 料 の 収

集・提供 

男女共同参画センターにおい

て、男女共同参画に関する各

種資料を収集し、貸出等を行

う。 

所蔵資料：36,047 冊  

貸出人数：2,693 人  

貸出冊数：9,190 冊  

B 引き続き、新たな利用者

の獲得と継続利用者の定着

を図っていく。  

男女

共同

参画

課 
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事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

42302 男女共同参

画に関する

講座の開催

〔基本目標

Ⅱ-（4）-

③の再掲〕 

男女共同参画センターにおい

て、男女共同参画に関する講

座を開催する。 

家庭生活における参画講座

〔家事・育児〕（計 3 講座）：

受講者 35 人  

男 女 共 同 参 画 講 座 〔 性 役

割〕：受講者 23 人  

B 家事・育児に関する男性

の理解促進を進める講座を

実施。  

男女

共同

参画

課 

42303 生涯学習施

設における

男女共同参

画に関する

講座の開催 

生涯学習施設において、男女

共同参画に関する講座を実施

する。 

【生涯学習センター】  

講座数：１講座  

延受講者数：70 人  

●女性が力を発揮するため

の防災セミナー「 JICA の

活動から学ぶ防災・復興と

ジェンダー平等」  

【公民館】  

講座数：6 講座  

延受講者 67 人(男 27/女

40）  

内容：●男の家事力アップ

講座●暴力を許さない地域

づくりのための DV・虐待

の基礎知識●カジダン講座

「効率アップ！大掃除カレン

ダーと掃除のポイント～」

他  

B 【生涯学習センター】  

講座を受講することで、初

めて男女共同参画について

考えるきっかけになったと

いう受講者が多く、今後

も、より多くの方に講座を

受講していただくことが大

切と考えるため、引き続

き、事業を継続していく。  

【公民館】  

講座内容を変更し、他のテ

ーマで開催することになっ

た講座があったため、この

分野での実施講座数は減っ

てしまったが、市民生活に

おいて重要なテーマの一つ

であるため、引き続き、主

な連携先となっている千葉

市男女共同参画センターと

も情報共有をし、よりよい

講座の提供に努める。  

生涯

学習

振興

課 

 

施策の方向性（３）男女共同参画を推進する民間団体との連携と支援 

①男女共同参画を推進する民間団体等への支援 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

43101 民間団体に

対する活動

支援 

男女共同参画センターにおい

て、男女共同参画社会実現に

向けて活動している団体やグ

ループ交流の支援、情報の発

信・収集を目的に団体登録を

行う。 

【フレンドシップ】  

（団体）11 団体  

（個人）142 人  

【交流会（年 1 回）】  

参加者 21 人  

【フレンドシップだよりの発

行】  

（月 1 回）  

B 引き続き団体への活動支

援を行うとともに、個人と

の協働事業もすすめてい

く。  

男女

共同

参画

課  

43102 男女共同参

画を推進す

る人材の育

成 

男女共同参画センターにおい

て、男女共同参画を推進する

人材を育成する。 

協働で事業を実施する中

での人材育成。  

さんかくカレッジにおい

て男女共同参画の基礎的学

習と地域での実践を意識し

たプログラムの実施。  

B 引き続き、フレンドシッ

プ登録団体等との協働事業

の実施。  

さんかくカレッジのプロ

グラムの一層の充実と受講

生の実践の場づくり。  

男女

共同

参画

課  
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②男女共同参画を推進する民間団体の交流と連携の推進 

事業

NO. 

事業名 事業内容 令和 6 年度事業（実績） 自己

評価 
課題・改善策・今後の方向性

等 

所管

課 

43201 市民団体と

連携したイ

ベントの開

催 

市民団体の活動推進、ネット

ワーク化や男女共同参画セン

ターとの連携強化のため、シ

ンポジウムや講演会、展示な

どを行うイベントを開催す

る。 

フ レ ン ド シ ッ プ 事 業 ：  

4 講座、2 展示  

フレンドシップ交流会の実

施  

B 引き続き、協働事業と交

流会の実施。  

男 女

共 同

参 画

課  

43202 千葉県男女

共同参画地

域推進員と

の連携 

千葉県男女共同参画地域推進

員の推薦や、事業の周知等に

協力し、地域における男女共

同参画社会づくりを支援す

る。 

地域推進員の会議に出席

したほか、ホームページで

の周知等、事業への協力を

行った。  

B 今後も、地域推進員の推

薦や事業の周知などに協力

する。  

男 女

共 同

参 画

課  

 

 


